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第一章　かつての人質、今の夫












　それはヘンリエッタが十歳のとき、城の庭園での出会いだった。






　彼女が出会った少年は、捨てられた子犬のようだった。水たまりで転んでしまったのか、服が汚れ、束ねていたはずの髪は乱れていて、いくつも枯れ葉がついている。

「大丈夫？　……あなた、サルグレットのリュカ王子ね？」

　少年はコクリと頷いた。安心したせいだろうか、日の光の下では金色に見える琥珀色の瞳からはポロポロと涙がこぼれた。

　ここはトアイード城、それも王族の私邸部分にある庭園だ。

　そんな場所に入り込める人間は限られているから、ヘンリエッタは彼が何者であるのかすぐにわかった。

　リュカは隣国サルグレットの王子で、年齢はヘンリエッタよりも二歳年下の八歳。両国の友好を深める目的で留学し、同じ年頃の王子たちと勉学に勤しむため、ここに滞在していた。

　彼女より一つ年上の次兄が、「人質のくせに」と言いながら少年を追いかけ回していた様子を、ヘンリエッタは私室の窓越しに見ていた。だから、留学というのは建前で、事実上の人質であるということは、十歳のヘンリエッタも察していた。

　次兄の行動を不快に感じたヘンリエッタは、すぐさま部屋から飛び出して、少年たちの姿を探した。

　そして、低い植木の影に身を隠しながら泣いていた彼を見つけた。

「私は第三王女のヘンリエッタよ。……お兄様たちにやられたのね！　本当に、ひどいことをするんだから」

「僕が、虫くらいで驚くから悪いんです」

　ヘンリエッタの次兄――つまり、トアイードの第二王子と、彼女の弟にあたる第三王子の姿は見当たらない。見つけたら文句を言ってやろうと息巻いていたヘンリエッタだが、まずは目の前の子犬をどうにかしなければならないと心を落ち着かせた。

「早くこっちにいらっしゃい。風邪を引くと大変よ」

　季節は秋。日差しのある日中であればコートは必要ないくらいの陽気だが、幼い子供が濡れた服を着たままでは風邪を引いてしまう。

　急いで私室に連れて行って、侍女に湯を用意させる。それから浴室に押し込んで、身を清めさせた。

　そのあいだに、気の利く姉の気分になって自ら着替えを用意する。少し小さくなってしまったヘンリエッタのワンピースだが、今のリュカにはぴったりだろう。

　同じ城内に部屋があるのだから、使いをやって少年の服を取りに行かせるとか、そもそも彼の部屋で身を清めさせればよかったのではないかとか、そこまで彼女の気はまわらない。

　生意気な弟はいても、可愛らしい妹のいない彼女は、その役割を少年に強要してしまったのだ。

　とにかく、自らお世話をしたい気持ちになっていた。

　扉の向こうから、用意された服に困惑している少年の声が聞こえたが、ヘンリエッタは身体を冷やしてはいけないと言って、着替えを勧めた。

　やがてゆっくりと開いた扉の向こうから、天使のような愛らしいリュカが出て来る。いつまで経ってもその場から動こうとしないので、ヘンリエッタは彼の手を引いて、鏡台まで導き、椅子に座らせた。

「ふわふわで綺麗な髪！　服もぴったりだわ。ほら、私のリボンを一つあげる。素敵な色だと思ったのに、私の髪には合わないの」

　ヘンリエッタが手にしたのは、オールドローズのリボンだ。

　彼女の髪は鮮やかな赤だった。優しいバラ色の幅のあるリボンは、自己主張の激しい彼女の髪には似合わなかった。

　一方、リュカの髪は柔らかくふわふわとした金髪だ。リボンをあててみると、驚くほどよく似合っていた。だからヘンリエッタは、ブラシで彼の細い髪をよく梳いてから、人形遊びの要領で、一つに束ねた。

　ヘンリエッタには二人の姉がいる。すでに上の姉は他国へ嫁いでいて、下の姉も忙しいのだろう。まだ子供の彼女とはだんだんと関係が薄くなってきている。それでも幼い頃姉たちがやってくれたことを思い出しながら、リュカの身なりを整えてあげた。

「あの、第三王女殿下……」

「ヘンリエッタでいいわ。私もリュカと呼ぶから」

「えっと、ヘンリエッタ……。僕は男の子です」

「知っているわよ！　さっきちゃんと王子って呼んだじゃない」

　リュカは可愛らしい男の子だった。頬はリボンと同じようなバラ色に染まり、もじもじとうつむいている。

「まあ、ヘンリエッタ様。王子殿下にワンピースを着せるだなんて！」

　二人のためにお茶とお菓子を用意していた侍女があきれている。

「だって、これしか持っていないんですもの。……それより早く紅茶を飲みましょう？　あったかくなるわ」

「……あ、あの」

「どうしたの？」

「……いえ、いただきます」

　リュカと過ごすお茶の時間をヘンリエッタは大変気に入った。リュカとヘンリエッタの弟は同じ歳のはずだが、控えめで大人しいリュカは、まったく別の生き物のように思えた。

　楽しい時間はあっという間に終わる。彼女は名残惜しさを感じながら、少年を私室まで送った。

「ヘンリエッタ。なにをしている？」

　彼の部屋が見えはじめた頃、廊下の向こう側に上の兄――王太子ウォーレスが歩いてくるのが見えた。

「ウォーレスお兄様！　聞いてください。リュカ王子がいじめられていたんです！　ひどいでしょう？」

「……すまないリュカ殿。兄として、弟たちの非礼を詫びよう。早く部屋に戻るといい。彼らには私が注意をしておく」

　次兄はヘンリエッタにも時々意地悪をするし、すぐ下の弟もそれを真似ていた。それに比べて長兄のウォーレスは、正義感の強い人物で、リュカに対しても丁寧な対応をしていた。

「ありがとうございます。ウォーレス殿」

　ペコリと頭を下げて、リュカが与えられている私室へ戻ろうとする。

「ねぇ、リュカ。明日もお茶の時間に私の部屋にいらっしゃい。そのリボンを必ずつけてくるのよ？　……ちょ、お兄様！　引っ張らないで」

「いいから行くぞ」

　引きずられるようにして、ヘンリエッタは来た道を引き返す。

「ヘンリエッタ。いいか、トアイードとしては、サルグレットの王族にその立場をしっかりとわからせる必要がある。ただ親しくするだけではだめだ」

　トアイードは周辺国に影響力を持つ歴史ある大国。サルグレットは資源の乏しい弱小国だ。リュカは人質で、相手国に立場の違いをわからせるための道具。ウォーレスはそう言っているのだ。

「……でも！」

　だからと言って、次兄や弟のように純真無垢な少年を追いかけまわすのは、王族としての品位が問われるのではないか。そう考えたヘンリエッタが反論するより前に、ウォーレスが言葉を続ける。

「侮られてもいけないし、王族として卑怯な真似をするのもだめだ。……おまえ、意外とえげつないな。忠告はした、問題を起こすなよ？」

「……？」

　この頃のヘンリエッタは、蝶よ花よと育てられた王女だった。

　彼女自身が嫌なことをされたら、誰であろうときっぱりとやめてほしいと言う性格であり、それが許される立場だったのだ。

　だから、相手が笑っていても嫌がっている場合があるのだと、正しく理解していなかった。ようするに、とんでもなく愚かな子供だったのだ。

　次兄とヘンリエッタの差は、悪意があるかないかというその一点だけ。やっていることは彼女のほうがより悪いなどと、考えもしなかった。

　ヘンリエッタがそれを知ったのは、リュカが自国に帰ったあと、「隣国の王子に女装を強いていびった主犯」という不名誉な自身の評判を耳にしてからだった。
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「悪気はなかったのよ」

　サルグレット城へ向かう馬車の中、ヘンリエッタは子供時代を振り返り、真っ青な顔で震えていた。

「ヘンリエッタ様……。きっと大丈夫ですよ、この婚姻はセルジュ八世陛下が強く望まれたのですから」

「でもジョハンナ。リュカ……セルジュ八世陛下が、私を妃にしたい理由がわからないわ！　いったいなにを考えているのかしら？」

　幼い頃から仕えてくれる侍女のジョハンナが、なぐさめてくれるが、ヘンリエッタの不安は消えない。

　セルジュ八世というのは、リュカの名だ。正式にはセルジュ・リュカ・ド・サルグレットという。

　セルジュというのは、次の王となるべくして生まれた者に与えられる名であり、代々受け継がれるものだ。だから、幼少の頃はミドルネームで呼ばれることが多い。

　彼は一年と少しの歳月をトアイードで過ごした。

　先代セルジュ七世が急な病で倒れ、急遽国へ戻ったのが十一年前。その後、一年もしないで先王が崩御し、たった十歳という若さで王位を継いだ。

　十年という月日は、人だけでなく国家のかたちさえも変えてしまう。

　かつて他国とは比較できないほど栄えていたヘンリエッタの祖国トアイードには、昔ほどの力はない。そして弱小国家だったはずのサルグレットの国力は、トアイードを超えるほどへと成長していた。

　ヘンリエッタの父や兄が悪政を敷いたのではない。単純に隣国が努力をし、その中でもサルグレットの飛躍が突出していただけの話だ。

　彼と別れてから十一年。在位十年の若き王の名声は国境を越えて、ヘンリエッタのところまで届いていた。

　そのたびに彼女は嬉しくなり、同時にかつての無神経な行動に戦慄して、青くなった。

「セルジュ八世陛下が私を望んだのだとしても、それは単純に未婚の王女が私しかいなかったせいでしょう。……そうでなければ、復讐、かしら？」

　二十二歳になった彼女がサルグレット城へと向かう理由は、セルジュ八世――つまり、リュカとの婚姻のためだった。

　ヘンリエッタの輿入れは、トアイードがサルグレットを対等だと認めている象徴としての意味合いがある。国同士の関係も良好で、王族の政略結婚としては妥当だ。

「まぁ、でも……。骨折させたのはかなりまずかったですよね」

「させてないわ！　あれは事故よ。私は鍛えてあげようとしただけで、その前に手本を見せているわ。まさか、木登りができない男の子がいるだなんて、想像もしないわよ」

　ヘンリエッタの開き直りとも思える言動に、ジョハンナは大きなため息をつく。

「木登りができる王女というのも、かなり問題がありますが……」

　ジョハンナはまだ三十代だが、数年前に夫に先立たれ身軽だからといって、ヘンリエッタの輿入れに同行してくれた。

　城勤めの女性たちにも、それぞれの生活がある。それを壊すことをためらったヘンリエッタは、一人で嫁ぐことを覚悟していた。にもかかわらず、彼女が同行を申し出てくれたとき、どれだけ心強く感じたかはかりしれない。

　リュカと一緒に過ごしていた十歳の頃も、ジョハンナはヘンリエッタの行動を時々たしなめてくれていた。ヘンリエッタが愚かで、リュカがいつも嬉しそうにしていたせいで、彼女の言葉を軽く考えていたのだろう。

　結果、本人としては不名誉なレッテルを貼られ、危うく行き遅れになるところだった。

「はぁ……」

　ヘンリエッタがリュカにしてしまった数々のやらかしを二人で振り返っていくと、同じタイミングでため息がこぼれた。






　遠くに見えるだけだったサルグレット城が、いつの間にか目前に迫る。その城は、紺碧の屋根を持つ美しい建物で、外観の優美さを讃える声は、周辺諸国にも届いていた。

　見知らぬ地への旅立ち、そして婚姻という人生の転機は、彼女の想像では心が躍るような出来事になるはずだった。

　まさか、これから暮らす城が近づくにつれて、裁きを待つ罪人と同じ気持ちになるとは誰が予想できたのだろう。

　願っても、祈っても、国同士の取り決めで決まった婚姻を覆す術をヘンリエッタは持たない。それは王家に生まれた者としての責務だから。

　やがて花嫁を乗せた馬車は、城壁をくぐり抜け、城内へと入っていく。景色を楽しむ余裕はなく、馬車がゆっくりと停止した。

　御者が馬車の扉を開ける。

　どんな歓迎を受けるのか、悲惨な未来を想像したヘンリエッタは、ごくりと唾を飲み込んだ。

　季節は春。窮屈な馬車の外にはまばゆい光が降り注ぎ、一瞬目が眩む。

「ヘンリエッタ！」

　姿より先に声が聞こえた。

　目が慣れると、そこには波打つ金色の髪を短めに切りそろえ、キラキラとした琥珀色の瞳を持つ青年が立っていた。

　すらりと背は伸び、ヘンリエッタをとっくに追い越してはいたが、紛れもなくリュカだった。

　輝く太陽の光がよく似合う二十歳のリュカは、子犬のような笑顔はそのままに、美しい青年へと成長していた。

　そんな彼が、昔と同じように頬をバラ色に染めて、妻となる者へ手を差し出した。

　ヘンリエッタは彼の手を借りて馬車を降りた。

「……お久しゅうご、ございます。セルジュ八世陛下。陛下御自らのお出迎え、筆舌に尽くし難く――」

「そんな！　これから夫婦となるのだから、私のことは今までどおりリュカと呼んでくれ」

　ヘンリエッタは淑女の礼をとり、丁寧に出迎えの感謝を口にするが、最後までは言わせてもらえなかった。

　その前にリュカがヘンリエッタを抱き寄せて、胸の中に閉じ込めたからだ。

「リュカ……？」

　彼の態度からは好意以外、なにも感じ取れない。国王が自ら出迎えるというのは、最上級の歓迎を表していた。

「十一年ぶりだ。疲れただろう？　今でも甘いものは好きだろうか？　君のためにサルグレットの美味しいものをたくさん用意しているんだ」

　彼はまるで恋人をエスコートするかのように、ヘンリエッタの細い腰に手をまわす。それから、屋根の色に合わせたような青いふかふかの絨毯の中央を、二人で並んで歩き出す。

　馬車の停車位置から城の内部まで、礼装の警備兵や文官が等間隔で並び、若き王の伴侶となるべくやって来たヘンリエッタに敬礼をする。

（やっぱりリュカは私を嫌っていなかったの……？）

　ともに過ごした一年と少しの期間、彼はよく笑っていた。

　木から落ちて骨折したときでさえ、ヘンリエッタのために真っ青な顔をしながら懸命に笑顔を作っていた。

　外から見ていた者、さらに噂を聞いただけの者はこぞって、ヘンリエッタがリュカに様々なことを強要していたのだと言っていたが、彼自身の拒絶を直接聞いてはいなかった。

　当事者がそのときに感じていたものが正しく、ほかはすべて間違いだったのかもしれない。

　リュカとの再会は、よい意味でヘンリエッタの予想を裏切ってくれた。










　　　◇　◇　◇










　リュカに誘われ、ヘンリエッタが通されたのは春の日差しと風が入り込む、大きな窓のあるサロンだった。

　彼はヘンリエッタを三人掛けのソファに座らせ、当然のように隣に座った。

　すぐに城勤めの女官が紅茶や菓子を運んでくる。

「今日からここが君の暮らす場所になるのだから、緊張しなくていい」

　彼女が緊張しているとしたら、その原因は見知らぬ場所のせいではなく、隣にいる青年のせいだろう。

　以前は綺麗な琥珀色の瞳に見つめられたら、思わず抱きしめて、頭を撫でてあげたい気持ちになった彼女だが、今はそうではなかった。

　その瞳の中に自分の姿が映っているのだと考えると、目を逸らし、うつむきたいと思ってしまう。そわそわしていつまで経っても心が落ち着かないままだ。

　不快な感情以外で、心が思いどおりにならない経験ははじめてだった。

「知っていると思うが、明日には婚儀が執り行われる。ヘンリエッタにはこのあと儀式の段取りの確認などをしてもらう予定だ。慌ただしくなるだろうから、今は少しでもリラックスしてほしい」

「あの！　昔のこと、本当にごめんなさい。私ったら常識がなくて、きっと高慢な王女だったんだわ」

「そんなことはない。私には兄弟も母もいないし、父は遠い存在だった。あの頃は物分かりのいいふりをして、本当は寂しかったんだと思う。ヘンリエッタがはじめての対等な友人で、二つ年上の姉で……初恋の人だよ」

「……そ、そうなの……？」

　少し照れくさそうに告白されると、つられてヘンリエッタまで頬が赤くなってしまう。

「今はもう姉だなんて思えないな。君も弟扱いしないでくれると助かる」

　彼女は内心ドキリとした。実は弟ではなく、妹のように可愛がっていたからだ。

　彼女にはリュカと同じ歳の弟がいる。実弟とは今も昔も一緒に遊ぼうとは思わなかった。一緒にいたい、世話を焼きたいという気持ちはリュカにだけ抱いていた。

「もうそんなふうに思えないわ。背は高いし、声も低くなって……すっかり大人の男性になってしまったから」

　隣にいるだけでそわそわして、気恥ずかしさを感じるのだから、今のリュカはヘンリエッタにとって、弟でも妹でもない。

「それならば、これからはどう思ってくれるんだろうか？」

　リュカがそっと肩を抱き寄せて、ヘンリエッタの瞳を覗き込む。彼女はすぐに、触れられた肩が熱を持っていく感覚に襲われた。服の上からそっと触れただけで、そんな現象が起こるはずがないのに。

「あ、あまり近寄らないで！　まだ馴れなくて、落ち着かないの」

「頬が真っ赤だ。ヘンリエッタは昔と変わらず、とても素直で可愛らしいよ」

　どちらかといえばはっきりとした顔立ちで、気も強いヘンリエッタは、誰かから可愛いと言われた経験がほぼない。指摘されればされるほど、余計に頬が熱くなっていく。

　ヘンリエッタが視線を逸らそうとすると、リュカがそれを許さず、熱を持つ頬に手をあてて、彼のほうを向かせた。

　居心地が悪いような、それでいてこのままでいたいと感じる不思議な雰囲気になり、彼の琥珀色の瞳から目が離せなくなる。

「これはこれは、お邪魔でしたかな？」

　突然、サロンに男性の声が響く。

「いや。呼んだのはこちらだからね」

　リュカが呼び出した人物は、四十代くらいに見える人当たりのよさそうな男性だった。夫人と思われる女性も一緒だ。

「紹介しておこうか。……私の叔父で宰相のアシャール公とその夫人マレリーヌ殿だ」

「お初にお目にかかります、ヘンリエッタ王女殿下」

　アシャール公は明るい茶色の髪に、リュカと似ている琥珀色の瞳を持った人物だった。隣に寄り添うマレリーヌも、ヘンリエッタに対し、礼をとる。

　アシャール公夫妻についてはヘンリエッタも知っていた。嫁ぐ前に頭にたたき込んできたサルグレットの重要人物一覧の中では、リュカに次いで位が高いとされている。

　彼は先王セルジュ七世の実弟で、年齢は四十五歳。先王が病に倒れたとき、実質的に国王の代理を務めていたのが彼だった。

　そして、若すぎるリュカよりもアシャール公を次の王に据えようとする動きもあった。

　おそらくは、彼が本気で王位を望めばそれは叶っていたのだろう。国内の混乱を最小限にとどめるため、アシャール公は周囲の後押しをすべて拒み、リュカを支える道を選んだ。

「宰相がいなければこの国の発展はなかった。……私がもっとも尊敬している人だ。顔を合わせる機会も多いと思うし、夫人からもいろいろ教わるといい」

「はい、陛下。……アシャール公、マレリーヌ様、どうぞよろしくお願いいたします」

「陛下は私がいなければ……といつも謙遜ばかりでいらっしゃいますが、実際はそうでもないのですよ」

「どういうことでしょう？」

　リュカはまだ若い。大変優秀な人物ではあるが、実務を担っているのはアシャール公だというのは、皆が知るところだ。

「陛下は即位後すぐに、農作物の育ちにくいとされていたモンブリー地方の治水事業を優先課題として提示されましたが……。あれは本当に陛下の――正確には高名な学者の提案ですが――、間違いなく陛下の命めいによるものなのですよ」

　国王の職務は、専門的な知識を得ることではない。陳情に訪れる学者や臣の提案のどれを採用するか、誰を信用するかを考えることだ。

「たった十歳で……？」

「ええ。当時の私の考えでは、莫大な投資を行う財源もなければ、金額に見合う成果を得られる可能性はほぼないと諦めておりました。……あのときは、子供と偏屈学者の理想論だと、そんなふうに陛下を強く非難したものです」

　そう言って、アシャール公は笑い、リュカも穏やかな顔をしている。強い信頼関係で結ばれた二人だからこそ言える、昔の思い出なのだろう。

「農耕改革が、サルグレット発展の要となったのは知っているだろう？」

　リュカの問いに、ヘンリエッタは頷いた。隣国の急成長は、彼女の祖国にとっての関心事だから、当然よく学んでいた。

　十年前まで、サルグレットは主食となる穀物を自国でまかないきれなかった。隣国に頼るしかない状況だと、どうしても国力は弱まる。

　相手にとって危険だと判断されると交易を制限されて、兵糧攻めに遭う可能性があるからだ。だから、昔のサルグレットは、どの国とも諍いを起こさず上手く立ち回ることが求められていた。

「農業の発展によって、周辺国と対等な交渉が可能になったのだと学びました」

　たとえば、サルグレットには鉱山がある。けれど、これまでは大規模な採掘は行われず、他国に鉱石を輸出できずにいた。

　理由はヘンリエッタの祖国にある。トアイードの特産品も様々な鉱石で、サルグレットはトアイードから交易相手を奪い目の敵にされるのを恐れ、遠慮していたのだ。

　リュカの推進した農地に関する政策の影響で、過度に他国の顔色をうかがう必要がなくなり、急成長したというわけだった。

「まだまだ問題は山積さんせきしている。今年はモンブリー地方が雨不足だと聞くし、周辺国が考えているほど、この国は安泰ではないんだ」

「陛下のご采配があれば、乗り越えられると信じておりますよ」

「臣の……とくに宰相の支えがあってこそだ」

　この二人はお互いを尊重し合う理想の国王と宰相。そう感じたヘンリエッタは、リュカの隣に立つにふさわしい王妃になりたいと思った。

「国王陛下は本当にすばらしい方なのですね。私は、陛下の妃になれるのが嬉しいです。……マレリーヌ様、これから王妃としての役割を果たせるように努力いたしますので、どうかよろしくご指導くださいませ」

「まぁ！　前向きでよいことと存じます」

　リュカの母親である前王妃は彼が幼い頃に亡くなっている。だから、本来王妃が担うべき外交や国内での役割は、マレリーヌが代行していた。

　そのためサルグレットの王妃としての振る舞い、それから高位貴族との付き合い方などは、今後マレリーヌから学ぶはずだ。

　だからこそ、リュカはアシャール公夫妻をこの場に招いたのだろう。

　一時間ほどの歓談は、終始和やかな雰囲気だった。

　その後、明日に控えた婚儀の段取りを確認するため、ヘンリエッタは忙しくしていた。

　サルグレット城では、女官の数名が、新しくヘンリエッタ付きの侍女となった。侍女というのは、女主人の側仕えで話し相手でもある。王妃付きの侍女は、貴族の娘などある程度の身分を持った者たちばかりだ。

　サルグレットの流行やしきたりなどを気軽に聞ける、頼れる存在であるのと同時に、上手く付き合っていく必要のある相手だろう。

　彼女たちは皆穏やかで、トアイードから同行しているジョハンナともすぐに打ち解けてくれた。

　明日の衣装や様々な段取りなど、侍女たちと一緒に確認していると、あっという間に夕暮れの時間となった。

　そばに仕える者の人選を含め、ヘンリエッタはたった半日で、何度もリュカの気遣いを感じていた。

　リュカはそのあいだ、国王としての執務をこなしていたが、晩餐の席は一緒だった。それが終わると、ヘンリエッタを私室まで送ってくれた。

「この部屋で君が過ごすのは一日だけだ。正式な婚姻を結んで、明日からは私たち二人の私室に移動してもらう。……いいね？」

　彼女に与えられた部屋は仮のものだったらしい。彼は、部屋の移動について同意を求めているのではない。明日、夫婦の契りを結ぶつもりがあるという意思表示だろう。

「……は、はい」

　小さな声で彼女が返事をすると、リュカはヘンリエッタを抱き寄せて顔を近づけた。

「ヘンリエッタ」

　長い金色の睫毛、それから琥珀色の瞳が近づいてくる。くちづけをされるのだと理解して、彼女はギュッと瞳を閉じた。

　はじめて触れる唇の感触は柔らかく、とても温かかった。ただ触れあうだけの優しいくちづけだ。

「私、はじめて……で……」

「そう、嬉しい。明日は忙しいだろうから、今夜は早めにゆっくり休んでほしい。朝食は一緒にとろう。じゃあ、おやすみ。一日だけの婚約者殿」

　リュカもほんのりと頬を染めていた。きっとヘンリエッタはその何倍も真っ赤になっているはずだった。

　彼はもう一度、今度はこめかみの付近に唇を落としてから、すぐに立ち去った。

　まともな挨拶もできないまま、ヘンリエッタはしばらくその場で身動きができなくなってしまった。

　心臓の音がうるさくて、リュカのことしか考えられない人間になってしまいそうだった。
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　翌朝、ヘンリエッタは早朝に目を覚ました。すぐに侍女がやってきて、身支度を手伝ってくれる。

「朝食までは、少しお時間がございます。そのあいだ、お散歩でもいたしましょうか？　朝の庭園などおすすめですわ」

「そうね。せっかくだからリュカと一緒に散策できたらよかったのだけれど。まだ眠っているのかしら？」

　朝露で輝く花を愛でるのも、完全に日が昇る前の清涼な空気を吸うのも、きっと気持ちがいいだろう。もし、リュカと一緒に過ごせたらさらに素敵だ――などと、彼女はつい考えてしまう。

「このお時間でしたら、国王陛下は剣術の鍛錬をなさっているかもしれません。日課にされているそうですから」

「そうなの？　それって、私が遠くから見たら迷惑かしら？」

　リュカと剣術というのは、彼女の中では結びつかない。トアイードにいた頃の彼は、そういったものを苦手としていたはずだ。

　だからこそ、どんな様子であるかが気になった。

「きっと大丈夫ですわ！　それならば急いでお支度をいたしましょう」

「ありがとう」

　朝食のあと、すぐに婚儀の準備があるということもあり、比較的着替えやすい、ゆったりとしたドレスを侍女が選んでくれる。

　ヘンリエッタは着替えを済ませて、軽く髪を整えてから部屋を出た。

　侍女が案内してくれたのは、城の警備兵たちのために用意された稽古場だった。

　リュカの姿はすぐに見つかる。どうやら一般の兵に交じって本当に鍛錬をしていたらしい。

　邪魔をしないようにこっそりと眺めていると、しばらくして模擬戦形式の手合わせがはじまった。リュカの相手は、立派な髭を蓄えたかなり大柄な人物だ。

　顔や白髪交じりの髪から判断すれば五十代くらいと思われるが、体つきや動きだけを見ると二十代と言っても通用しそうだ。

「あの方は、城内の警備を統括されているベルジュロン将軍です」

「強そうね」

　すらりとした印象のリュカは、屈強な将軍と剣を交えて立っていられるのだろうか。日課なのだから平気なはずだが、はじめてリュカが闘う場面を見守る彼女としては気が気ではない。

「将軍閣下は、今でも剣術大会で優勝してしまうほどの武人です」

「見た目どおり、強い御方なのね」

　そんな話をしているあいだに、稽古場の二人が動き出す。将軍の丸太のような腕が振り下ろされ、リュカがそれを受け止める。

　もちろん刃を潰してあるのだろうが、あの豪腕が放つ一撃なら、十分に殺傷能力がありそうだ。ヘンリエッタは戦慄して、けれど目を逸らすことができなかった。

　重い一撃を真正面から受け止めたリュカは、それを横に流してすぐさま反撃に転じた。

　彼の剣はしなやかで、それでいて速さがある。あっという間に距離を詰めて、将軍の懐に飛び込んだ。

（リュカも強い！）

　勝った、と単純なヘンリエッタが確信した次の瞬間、将軍はその重たい身体では信じられないほどの跳躍をして、迫り来るリュカの一撃から逃れる。

　しばらく応酬を繰り返す様子に、ヘンリエッタは目を奪われた。まるで体格の違う将軍相手に、リュカは決して引けをとらない。もう昔の彼とは違うのだ。

　姿だけではなく、剣技も美しい。魅せられているのは彼女だけではなかった。訓練場にいた警備兵たちも、いつの間にか観戦にまわっていた。

　激しい打ち合いの末、最終的に力尽きて剣を落としたのはリュカだった。

「ふん、戦場なら死んでいますな。陛下」

「……くっ、精進するよ」

　戦いを専門としていないリュカに対し、将軍は容赦がない。

　この模擬戦で朝の鍛錬は終わったようで、リュカは汗を拭いながら隅のほうへ移動する。そして、見守っていたヘンリエッタに気がついた。

「ヘンリエッタ。おはよう」

　飼い主を見つけた忠犬のような笑顔だった。剣を握っていたときの真剣な表情をもっと見ていたかった彼女は、贅沢にもそれを残念だと思ってしまった。

「おはようございます」

「昨日はよく眠れた？」

「ええ。たくさん眠って、すっきり早起きができたわ」

「それはよかった。すぐに身を清めてくるから。朝食は一緒にとろう」

「ええ。……リュカは剣術も得意なのね……」

　以前は木登りすらできない、どちらかといえば剣術よりも読書を好む穏やかな少年という印象だった。十一年という歳月は、本当に人を変えるのだ。

　彼の変わった部分を知るたびに、ヘンリエッタは戸惑う。そして、どんな些細なことでもいいから、今のリュカをもっと知りたいという欲求が芽生えていく。

「身体を動かすのは好きだけど、得意というほどではないよ。将軍は剣術の師でもあるから、手加減してくれているんだ」

「そうかしら？　あれで……？」

　ヘンリエッタは素人だが、リュカの腕前がすばらしいのはわかっていた。にもかかわらず、将軍が手加減をしているのなら、彼は熊かなにか……人ではない存在なのかもしれない。

「今日は一段と剣筋が弱々しいと思えば……なるほど、花嫁殿が見ておられたから浮ついていたのですなぁ」

　将軍が近づいてきて、すれ違い際に嫌味を口にしたあと訓練場を去っていく。

　明らかな侮蔑をはらんだ言葉を聞いて、ヘンリエッタの頭は一瞬で沸騰する。

　婚儀の当日まで稽古を欠かさない真面目なリュカに対し、その言い草はなんだ、と思ったからだ。文句を言ってやろうと一歩踏み出したところで、リュカが制止した。

「あの人は、偏屈で素直じゃないんだ。厳しいけれど、情に厚くて優しい人でもある」

「そうは見えなかったわ」

　リュカならば、どんな悪人であってもよい部分を見つけて庇いそうだった。

「そのうちわかるよ。でも、ヘンリエッタが私のために頬を膨らませてくれるのは、悪くないな」

　彼の手が伸びてきて、膨らんでいる頬をツンと指先でつついた。それだけで、将軍の存在などすぐに忘れるヘンリエッタは、かなり単純な性格をしていた。
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　婚姻の儀式は城内にある礼拝堂で厳おごそかに行われた。

　列席者のほとんどは、サルグレットの貴族たちだった。トアイードからは外交官を務める貴族が見届け人となり、滞りなく両国の絆が深まったことを伝えるため、すぐに帰国する手筈になっている。

　リュカとの政略結婚が決まってから、戦々恐々としていた昨日までが馬鹿馬鹿しく思えるほど、ヘンリエッタの心には少しの不安もなかった。

　宰相や臣の協力があったとはいえ、彼は貧しかった国に繁栄をもたらした立派な王である。

　賢くて、見目麗しく、誠実な男性。こんな完璧な条件がそろった政略結婚があるだろうか。

　リュカのことは、昔から大好きだった。世話を焼きたいと思わせるかつてのリュカはもういない。それでも、ほんのわずかに可愛らしい少年だった頃の面影は残っている。

　大人になった彼は優しくて、頼りがいがあり、ヘンリエッタに対しては変わらず好意を向けてくれる。だから、彼女のほうから彼を嫌いになる理由はない。

　昔も今も、リュカが好き。けれど彼女は、自身の中にある感情が、以前とまったく別のものになってしまったことを、はっきり自覚していた。

　彼に触れられると、胸が嘘のように高鳴り、昨晩のくちづけをもう一度試してみたいという欲が出てくる。

　ただ相手の背が伸びて、声が低くなっただけでこんなにも〝好き〟の種類は変わるものだろうか。少し考えると、そうではないのだと気がつく。変わったのは、リュカではなくヘンリエッタのほうだ。

　十歳の頃の彼女は本当に未熟な子供だった。きっとあのときにはまだ、ヘンリエッタの心には恋心という感情そのものが存在していなかった。

　けれど今は違った。彼女は間違いなく、夫となったばかりのリュカに恋をしていた。

　神聖な儀式を終えたあと、この日のヘンリエッタは感動する間も与えられず、忙しなく予定をこなしていった。

　国民へのお披露目を兼ねたパレード。トアイードの王族として持っていた権利や位を放棄する手続き。それから、サルグレット王妃として、新たに与えられる権利についての署名など、やるべきことがとにかく多い。

　本当にリュカと婚姻を結んだのだと彼女がはっきりと感じられたのは、日が沈み、はじめて国王夫妻の私室へ足を踏み入れたあとだった。






　ヘンリエッタはドレスと見紛うくらい美しいナイトウェアに身を包み、リュカの到着を待っていた。

　今夜は、ジョハンナだけではなく王妃付きとなった侍女が総出で、初夜に挑むヘンリエッタを完璧に仕上げてくれた。

　崩れてしまうと予想される化粧は最低限で、香水もつけていない。

　それなのに肌に顔を寄せるとほんのりと甘い香りがする。まるで、春の風で運ばれてくる花の香りのようだった。

　人の手によって作り出す自然というのは、とてつもなく労力を必要とするらしい。ヘンリエッタは仕上がりに満足して、支度を手伝ってくれた者たちに感謝した。

　支度を終えた彼女は、寝室の窓際に置かれたソファに座り、リラックスしているふうを装っていた。心の中では、これからリュカと行う儀式で頭がいっぱいだった。

　いつ彼が現れてもおかしくない時間になると、身体の些細な部分が気になりだした。

　優秀な侍女たちの手によって、今夜のヘンリエッタは完璧だ。

　けれど、自己主張の激しい赤い髪や気の強そうな瞳、それに彼よりも二つ年上という年齢は、はたして本当にリュカにふさわしいのだろうか。

　もっと優しく控えめで、木登りをしていた過去などない美しい女性が、国内外にたくさんいる。

　そんな不安が胸の中に燻っていた。

「なにを見ているんだい？」

　考えごとをしていたせいで、リュカが部屋に入ってきたことにすら気がつかない。

「……つ、月を見て……」

　この状況でありそうな答えをとっさに口にしたあとに、月など出ていないのだと気がつく。あいにくと、今日の天気は曇りで、窓の外には闇が広がるだけだった。

　リュカが笑い出しそうになるのをこらえて、口の端をピクピクと震わせている。それに気がついたヘンリエッタは、泣きたいほどの羞恥心に襲われた。

「疲れた？」

「ええ。でも大丈夫」

「緊張している君は、とても可愛いよ」

「リュカ！」

　ヘンリエッタは可愛いと言われることに慣れていない。彼はそれをわかっていてわざと多用しているのだ。そんなふうにからかわれるのも、彼にされるのならなぜか嬉しく感じてしまう。恋とは、不思議なものだった。

　ソファに座っていたヘンリエッタを、リュカが軽々と抱き上げて寝台まで運んだ。また一つ、昔と異なる部分を見せつけられる。

　これからすることを想像するだけで、心臓の音がうるさくなり、彼と目を合わせられなくなる。

「……君に見せたいものがある」

　そう言って、彼はサイドテーブルの引き出しから、小さな宝石が散りばめられた小箱を取り出した。

「宝石箱？」

「そう、大切なものがしまってある」

　彼がヘンリエッタの前にそれを差し出した。開けてみろ、という意味だ。

　ヘンリエッタは宝石箱を受け取って、そっと開いてみた。中には可愛らしいオールドローズ――バラ色のリボンが入っていた。

「これっ！　私があげたリボン……」

　それは庭園で泣いていたリュカと出会った日、彼に贈ったものだった。十年以上経過しているとは思えない、当時のままの状態だ。

　過去の思い出から現在まで、どれだけ彼に大切にされていたのかを、十分に理解していく。そしてきっと、今後は彼女自身が妻としてリュカに大切にされるのだろう。

　ヘンリエッタは箱からリボンを取り出して、壊さないようにそっと握りしめた。

「一つ、君にお願いがある」

「私が叶えられることならば、なんでもするわ」

　リボンを握ったままのヘンリエッタの手に、彼の手が重なった。

「人には負の側面がある。……妻となった君には私のそういう部分を見せてもいいのだろうか？　それでも私を愛してくれるだろうか？」

「もちろんよ。だって、私にだってたくさんあるもの。考えなしで、怒りっぽいし、気も強いし。リュカのことは大好きよ？　昔も、今も……。きっとすぐに愛情に変わるって思えるわ」

　まだそれが愛であるという確証はなかった。けれど、幼い頃からずっと一緒にいたいと思っていたし、再会してすぐに、この胸の高鳴りが恋なのだとわかった。

　ヘンリエッタは完璧な女性とは言いがたい。それでも彼ならば短所ごと愛してくれるのだろう。だとしたら、彼の負の部分を知って受け入れるのは当然だ。

「ありがとう」

「もうこのリボン、あなたには似合わないわね」

　彼の髪は結べるほどの長さはない。そっと髪にあててみても、おかしなだけだった。

「君はあのとき、似合わないから私にくれるのだと言っていたけど、そんなことはないと思う。……ねぇ、つけてみてもいい？　目を閉じていてくれるだろうか？」

　髪は相変わらず主張の激しい鮮やかな赤、しかも大人になってしまった彼女には、余計に似合わないだろう。けれど、彼が似合うと言ってくれるのなら、それでよかった。

　ヘンリエッタは求めに応じて、そっと瞳を閉じた。

（……なに？）

　目をつぶったまま、髪に触れてくれるのを待っていても、一向にその気配がない。彼の手はヘンリエッタの手首のあたりを撫でて、なぜかそこにリボンを巻きつけられる感触があった。

「……リュカ？」

　おかしいと感じた彼女が目を開けたときには手遅れだ。グッ、と力を込められて彼女は思い出のリボンで手首を縛られていた。

「やっぱり……君によく似合っている。柔らかな肌にバラ色のリボン。最高に美しいよ……ヘンリエッタ」

　急に声色が変わる。

　普段と同じようにほほえんでいるように見えて、どこか違っていた。

「な、に……？　どうして……なにかの冗談……？」

　相手の腕を拘束するというのは、いったいどんなときだろう。ふざけているのか、それとも自由を奪いたいのか、そのどちらかだ。

　どちらにしても、夫婦になるための儀式でするような行為ではない。

　腕の自由を奪われている状態では、軽く肩を押されただけで簡単にバランスを崩す。転がった先は、柔らかい寝台の上だった。

「言っただろう。夫婦になったのだから、私のすべてを愛してくれ」

「……意味がわからない、どうしたの……？　なんだか別の人みたい……」

　リュカが覆い被さってくる。拘束され、ナイトウェアの裾を踏まれた状態では、抵抗すらままならない。

「あぁ……その顔。ずっと君を泣かせたくて仕方がなかったんだ」






　動揺のあまり、ヘンリエッタの瞳から、自然と透明なしずくがこぼれ落ちた。

















第二章　国王陛下は子犬ではなく、オオカミ












　人質としてトアイード城で暮らす八歳のリュカの生活は、平穏とは言いがたいものだった。






　その日、三つ年上の第二王子と、リュカと同じ歳の第三王子が芋虫を手に持ったまま追いかけてきた。

　留学という名目で滞在している手前、この二人とは一緒に勉学に励む間柄なのだが、とにかく気が合わない。

　第二王子はリュカだけに意地悪をしているのではなかった。彼がいなければすぐ下のヘンリエッタ王女や第三王子が標的になるらしい。

　第二王子はいじめっ子体質ではあるが、あくまで子供のすることだ。リュカが泣き出せば途端に困惑して逃げていくのだとすでにわかっていた。

　だから、水たまりでわざと転んで瞳を潤ませた。たったそれだけで、この日も悪童を追い払うことに成功した。

「……うっ、……ひっく。うぅっ」

　これは演技だ、嘘泣きだ、と心の中でつぶやく。偽りの涙だというのに、どうして努力もせずに勝手にしずくが溢れてくるのか。見知らぬ土地で暮らすようになって間もない八歳の少年は、自分自身の心すらよく知らないままだった。

（この汚れた姿を、ウォーレス殿か教師に見つけてもらわなきゃ……！　でないとせっかくの頑張りが無駄になるんだからっ）

　決して表には出さないが、リュカはしたたかな少年だった。

　ひっそりと部屋に戻り、彼付きの女官に着替えを用意してもらうだけでは、第二王子は反省しないだろう。

　あまり弟たちの行動に干渉してこないが、トアイードの王太子ウォーレスは、弟の行き過ぎたおふざけをたしなめる役割を負っているようだった。大人の王族か、教師の誰かでもいい。

　とにかく誰かに発見してもらうまで、リュカは泣き続ける必要がある。

「大丈夫？　……あなた、サルグレットのリュカ王子ね？」

　そして声をかけてきたのが、二つ年上の第三王女ヘンリエッタだった。

　秋の寒空の下、彼女が差し出してくれた手が妙に温かかったのを、リュカはいつまでも覚えていた。

　ヘンリエッタは鮮やかな赤い髪に青い瞳をした、天真爛漫な王女だった。

（なんてあったかくて、優しい人なんだろう……）

　その第一印象はすぐに覆ることとなる。

　湯を準備してくれたまではいいが、着替えがないからとフリルのワンピースを無理矢理着せられたのだ。

　そのときは、本気でいい子の仮面を捨てて罵倒したい気分になったリュカだ。

（最悪だ！　ヘンリエッタの部屋なんか、二度と遊びに行くものか！）

　訪問するたびに後悔するのに、なぜか翌日も彼女の私室を訪ねてしまう。「ずっと妹がほしいと思っていたから嬉しい」などと、他国の王子に向かって言うだろうか。

　自分でもありえないと思うのに、毎日彼女の部屋へ足が向く。

（そうだ。ヘンリエッタと一緒にいれば、第二王子に狙われずに済む。悪気がないぶん、まだマシだというだけなんだから！）

　そう言い聞かせ、リュカはヘンリエッタと友情を育んだ。

　そんなある日、心の中で悪態をつきながら、それでも彼女のもとへ向かうリュカをウォーレスが引き留めた。

「リュカ殿。もう妹の部屋には行かなくていい。私からきつく言っておくから」

　ウォーレスは隣国の王子に女装や人形遊びを強いるヘンリエッタをたしなめて、リュカから引き離すつもりらしい。

「え？　遊んでいただいているだけですよ？　ヘンリエッタ王女はとても楽しい方です。……僕、兄も姉もいないので嬉しくて……」

　リュカはなぜか浅はかな第三王女を庇ってしまった。ウォーレスの言葉に頷いていれば、もう女装を強要されることなどなくなるのに。

「……そう、だろうか？　リュカ殿は変わっているな。そういう趣味なら、好きにすればいい」

　そうやって退屈とは無縁の日々を送ることになったリュカは、やがて彼自身も知らなかった感情を理解する機会を得た。

　それは彼の誕生日がすぎ、帰国する直前に起こった事故だった。ヘンリエッタが修行と称してリュカに木登りを強要し、結果彼が腕の骨を折る重傷を負ったのだ。

　そのとき、リュカは奇妙な感覚に支配された。

　ヘンリエッタが年下の少年の前で、はじめて泣いた。彼女が怪我を負ったリュカを心配そうに見つめて、ポロポロと涙を流す光景に不思議と胸が熱くなり、幸せな気持ちで満たされた。

　骨折の痛みなどどうでもよく、ただヘンリエッタの涙だけを見つめていた。特別な宝石を見せられたような気分だった。

「あぁ……僕、ずっとヘンリエッタを泣かせたかったんだ」

　その声はあまりにも小さくて、おそらくヘンリエッタにすら届かない。けれど、九歳にして自身の中にある仄暗い感情に気がついたリュカは、どうしようもなく嬉しくて笑ってしまった。
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「リュカ……？」

　優しかった少年がそのまま大人に成長したようなリュカが、まったく知らない男性に見えた。寝台でなすすべもなく横たわる彼女を見下ろしているのは、金色にも見える琥珀の瞳だ。

　ヘンリエッタにとって彼は可愛い子犬のはずだった。

　成長した今の彼はもちろん立派な国王なのだが、ヘンリエッタにだけ見せる甘えた表情は、昔と変わらない気がしていた。

　拾った子犬がそのまま成長したのだとすれば、飼い主に忠実な品のよい犬という表現がふさわしいのだろう。

　けれど、今ヘンリエッタをリボンで拘束している彼は、犬ではなくオオカミだった。

　相手の自由を奪って、完全に優位な状態となってから、どうやって食べようかと思案している捕食者だ。

「さあ、礼拝堂での誓いだけでは足りない。早く夫婦になろうか」

　リボンで拘束されている両腕が、頭の上のあたりに持ち上げられる。それから覆い被さってきたリュカが、ヘンリエッタの首筋にくちづけをした。

「……ごめんなさい、昔……昔のことを怒っているのなら、謝るから……」

「怒る？　……あぁ、骨折のことか。私にとっては大した問題ではない。あれは君との思い出の一つではあるけれど、怪我そのものはどうでもいい。……ただ君が愛おしくて、もっと歪ませて……泣かせたいだけだ」

　ヘンリエッタを拘束しているリボンは、高価な宝石箱の中にしまわれていた。憎む相手からもらったものを十年以上大切に保管するはずはない。だからこそ、ヘンリエッタは余計に混乱する。

「なに言って……」

「ヘンリエッタの泣き顔が見たい……。笑顔の君も、苦痛に顔を歪める君も……全部自分のものにしなければ気が済まないんだ」
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　泣き顔と苦痛。それを聞いたヘンリエッタは戦慄した。

　愛情とはただ優しいだけのもののはずだ。だとしたら、リュカを突き動かす感情は別のなにかに決まっている。愛おしいと言ってくれた言葉は嘘ではないのか。

　そう思うと辛くて、裏切られたような気持ちで胸が痛い。

「……嫌っ、これ……お願い！　はずしてっ！」

　リュカを正気に戻したい一心で、彼女は腕に力を込めて暴れた。

　幅のあるリボンだが、強度はない。無理矢理逃れようとすれば女性の力でも引きちぎることは可能なはずだ。

「わがままな君は可愛らしいけれど、大切なものだから破ったらだめだ。……もし、そんなことをしたら……君をもっと傷つけてしまうかもしれない」

　きっとヘンリエッタの顔は、戸惑いと恐怖で歪んでいる。優しいはずのリュカは、ヘンリエッタが抵抗しても許してはくれない。ただ悠然とほほえんでいるだけだ。

　この場にいる彼は、捕まえた獲物を食べ尽くそうとする獣だ。抵抗したら、彼女を玩具のように扱いそうな、危険な瞳をしている。

　ヘンリエッタは本能でそれを理解して、暴れるのをやめた。

　リュカがナイトウェアのボタンを一つ一つはずしていく。鎖骨、それから胸の谷間が露わになる。

　ボタンは全部で五つ。胸の下までしかなく、腕を拘束されたままでは、布地をはぎ取ることはできない。

　すると彼はグッと布地を握り、強引に引き裂いた。ビリッという不快な音が寝室に響き、同時に柔肌が露わになる。

「……やだぁっ、見ないで……うぅっ」

　初夜のためだけに用意された純白のナイトウェアは、着用してから一時間もしないうちに無残な姿となった。

　もう両腕のまわりに引っかかっているだけで、ヘンリエッタの大切な部分を隠す役割を果たせなくなっていた。

　ふっくらと女性らしい二つの膨らみと、その先端にある色づいた突起をリュカが見つめている。

　恥ずかしさの限界を超えたヘンリエッタは、ギュッと目をつむって彼から顔を背けた。

　我慢していた涙がまた一筋、目尻からこぼれ落ちる。

「もったいない」

　そう言って、リュカが目尻にくちづけをして涙を吸いあげた。そのまま頬へ、耳たぶへ、触れる場所が変わっていく。

　やがて唇同士が触れあった。歯の隙間からすぐに熱い舌が侵入し、口内をまさぐる。

　ぬるぬるとした感触も熱い吐息も、リュカのものは不快ではない。

　けれど怖さは消えてくれない。ヘンリエッタはただ、次になにをされるのかわからない恐怖に怯えているだけだった。

　それだけのはずなのに、はしたない水音を立てながら敏感な口内を探られると、身体が熱を帯びていく。

「……んっ、……ん」

　未知の感覚が耐え難く、できることならどこかを掴んでいたいのに、それすら許されない。

　彼の手が予告なくヘンリエッタの肌をたどり、やがて柔らかな胸へとたどり着く。

「んっ、……あぁっ！」

　この場所を人に触れられるのははじめてだった。彼女はこそばゆさが混ざる刺激に耐えられず、喉を反らす。

　両手を使って包み込むように揉みしだかれると、むずむずとなにかがこみ上げて、また涙がこぼれた。

「ヘンリエッタは、これが好き？」

「あっ、ん……。くすぐったい……リュカ。もう、許して……」

「君の身体には、ひどいことなんてなにもしていない。……今は、ね？」

　それはつまり、あとでひどいことをするという意味だろうか。いっそ本当に食べられてしまったほうが楽ではないのかと思えるほど、彼の行動が理解できない。

　胸への愛撫は優しくて、服を切り裂いた行為と矛盾していた。それが恐怖となって彼女を苛んだ。

「ほら、ここ……。胸の先はチェリーみたいだ。食べてしまおうか」

　リュカは片方の胸の頂に顔を寄せ、本当にパクリと口に含んだ。舌の先でつつき、甘噛みされると柔らかかった部分が硬くしこる。それはまるで、もっとしてほしいと彼にねだっているようだった。

　チュ、と音を立てて彼の唇が離れていく。息をつく暇も与えられず、今度は反対の突起が食べられた。離れていったほうの突起はリュカのぬくもりを失い、途端にせつなくなってしまう。

「はぁっ……。あぁっ、あっ！」

　彼はまるで相手の心を見透かしているかのようだった。刺激を失った胸の先端がキュッ、と指先でつままれた。親指と人差し指でクリクリとこね回されると、ヘンリエッタの身体は跳ね上がる。

　彼の指の動きは執拗で、そこから湧き上がってくるものが完全に消え失せる前に、また新しい刺激を与えていく。

　一方的に触れられているだけなのに、ヘンリエッタの呼吸は乱れ、頬だけではなく首や鎖骨のあたりまで朱に染まっていく。

「……嫌っ」

「嘘つきだ。こんなによさそうにしているくせに。本当にはじめてなのか……？」

　心は嫌がっている。ヘンリエッタの望みはもっと穏やかで多幸感に満たされる初夜だった。けれど身体はリュカのくちづけや手技を気に入ってしまったのだ。

　罰を与えるつもりなのか、それとも彼の与えるものに溺れているという証明なのか、両方の突起を同時にギュッ、とつままれた。

「本当にはじめて……、私は王女でっ、触れていいのは夫だけで……あぁっ」

　彼女はそういう教育を受けてきた。子を成すための行為についての知識はあるが、実際に男性に触れられたことなど一度もない。

「じゃあ、どうしようもなく淫乱なのかもしれない」

　突然リュカが身を起こし、ヘンリエッタのドロワーズに手をかけて、一気に下ろした。もうヘンリエッタを守るものは、破れて役割を果たさない布きれだけになってしまった。

「ここも髪と同じで赤いのか」

　胸から臍、そして薄い茂みに視線を移動させたリュカがニヤリと笑う。

　ヘンリエッタは身をよじり、なんとか恥ずかしい部分を隠そうとするが、その前にリュカが股のあいだに割って入り、膝の裏に手を差し込んで力を込めた。

「や、やだぁっ！　見ないで……見ないでっ。うっ、……っ」

「ヘンリエッタは綺麗だ。……あぁ、でもこれでは恥ずかしいだろう。処女だと言っていたのに……胸だけで濡れてしまったのか？」

　否定をしたい思いは言葉にならない。どれだけ違うと言っても、事実は変わらないからだ。相手をよろこばせるだけだと知っていても、もう涙は止まらない。

　そうして、ヘンリエッタの涙を眺めていたリュカが満足そうにまなじりを下げるのを見て、また心が抉られていく。

「胸だけでも十分よさそうだったが、きっともっと気持ちよくなれるはずだ」

　リュカの指が、ヘンリエッタの花びらをそっと綻ばせ、指を差し入れる。そこは彼に触れられる前から熱を持ち、蜜をこぼしていた。

「ひゃぁ……っ！」

　ぬるりとした異物が、内部に入り込んでくる。勝手に脚に力が入り、それと同時に内壁が異物を締めあげる。あまりにも敏感なその場所は、わずかな指の動きでさえ感じ取り、彼女を正気ではいられなくさせる。

　夫婦の契りを結ぶのなら、この場所に男性の象徴を突き立てる必要があるのだと知っていても、指より太いものが入るなどと想像もできなかった。

「すごく狭い……安心するといい。焦るつもりはないのだから」

　つい先ほどまでならば、ヘンリエッタは彼の言葉に安堵し、心を落ち着かせたのだろう。今は、無理だった。彼の行動のすべてが理解できず、先が読めない。

　そんな不安をよそに、リュカはゆっくりと指を引き抜き、蜜で濡れた指で花びらの上側に触れた。

「あっ、あ、ん――っ！」

　ヘンリエッタが知り得ない、未知の刺激が波となって押し寄せる。

「やはりな。この場所がいいのだろう？」

「あぁ……リュカ、だめ……だめっ。んっ、ん……ふぁっ」

　強い力ではないのに、そこはほんの少し触れられるだけで、身体が大きく反応してしまう。指の腹が通り抜けるたび、苦しみに似たビリビリとした感覚に悶え、失うたびにもう一度ほしくてたまらなくなる。

　怖くなった彼女は身をよじり、ささやかな抵抗を試みた。するとリュカはヘンリエッタの片脚だけを強く押し、腹部につくほど無理矢理折り曲げた。

　彼の瞳が抵抗するなと咎めていた。苦しい体勢のせいで、過ぎた刺激を受け流す方法を失い、彼女は追い詰められていく。

「あ……なにか来ちゃ……っ。あ、あ……」

「素直になるといい。私が与えるものだけに集中するんだ」

「や、やだぁ……そんな、の無理……これ以上はっ、壊れちゃ……ぁっ」

　ヘンリエッタの行動は、彼の命令とは真逆だった。なんとか彼の指をやり過ごそうと必死だった。なにか恐ろしいものが目前に迫っている危機感を覚え、小さく震えた。

「それでいいんだ。どんな君でも、私が愛すから。私の名前を呼んでごらん」

「あぁっ！　リュカ……、リュ、ああぁぁっ！」

　救ってほしい、許してほしいと縋る気持ちで、彼の名を口にする。

　すると急に意識が弾け飛び、目の裏がチカチカと光った。遅れて快楽の波が押し寄せて、ヘンリエッタを飲み込んでいった。

「あっ、だめぇっ、んっ、ふ……、はぁっ、はっ」

　ドッと汗が噴き出し、呼吸がままならない。甘い疼きはなかなか外に出て行ってくれないままだ。

　やがて弛緩したヘンリエッタの脚を無理矢理開かせて、リュカが太ももを舐めあげた。チュ、チュ、ときつく吸いあげ、舌を這わす。まだ絶頂の余韻から戻って来られないヘンリエッタは、その光景をぼんやりと見ていた。

　一度昇り詰めた身体は、ひたすらに敏感だった。どこに触れられてもこそばゆく、なぜかお腹の奥のほうがキュンとしてしまう。

　リュカはずっと内もも一箇所だけを執拗に舐ねぶっている。なぜそんなことをしているのだろうとヘンリエッタが疑問に思った瞬間、彼女の身体に衝撃が走る。

「い、痛い……、痛いっ！」

　彼がその場所を強く噛んだのだ。きめ細やかな太ももの内側部分にはっきりと歯形が残った。それどころかわずかに血がにじみ出している。

　リュカは赤いしずくが太ももを伝いそうになると、そのたびにくちづけで吸い取った。

「純潔を失うのは、もっと痛いはずだ。……私は君に痛みを与えたくはない」

　ひどい矛盾だった。たった今、ヘンリエッタに苦痛と痛みを与えた人物にはふさわしくない発言だ。

「薬がある。……気付け薬と言うのだろうか。媚薬のほうがわかりやすいだろうか？」

「媚薬？」

「安全なものだ。効果は一時的だけどきっと痛みを最小限に抑えられる。ヘンリエッタの好きにしていい。痛いほうが好きならそのままで」

　どちらかといえば、痛みを与えるほうが好みであると言われている気がした。だからヘンリエッタは慌てて答えを出す。

「……薬をください。お願い」

　彼女がそう言うと、リュカは一度立ち上がり、サイドテーブルの引き出しから小瓶を取り出してコルクの栓を開けた。

　それから中の液体を一気に煽り、寝そべったままのヘンリエッタに覆い被さった。

　すぐに口移しで媚薬が与えられる。苦みを甘さで誤魔化している強い酒のような液体だ。舌に触れさせているとピリッとした痛みが走る。

　何度か喉を鳴らして、彼女はそれを飲み込んでいった。

　そのあいだも彼から絶え間なくくちづけが与えられている。口内に残る甘い薬を二人で分け合い、隙間から唾液がこぼれ落ちた。

　ヘンリエッタは無意識に舌を動かして、リュカのそれと絡め合った。一方的に施されるよりも、何倍も心地よくなっていく。

　だんだんと頭に靄がかかり、恥じらいが隅に追いやられていく。

（きっと薬のせい……）

　そう言い訳をして、互いの熱を交換し合う行為に没頭した。

　やがてリュカの手が、噛み痕の残る内ももをまさぐり、再び花園へとたどり着く。一度頂いただきを味わったせいで、彼女の蜜壺は容易く男の指を受け入れていった。

「ん……っ！　んんっ」

　貪欲なヘンリエッタは甘いくちづけをやめてほしくなくて、必死に舌を絡めた。

　けれど、下腹部からせり上がってくる刺激のせいで、徐々に集中力を欠いてしまう。やがて透明な糸を引きながら、唇が離れていく。

「そんなにくちづけが好きなら、ここにもしてやる」

　リュカはどちらのものかわからない唾液がついた唇をペロリと舌で拭ったあと、ヘンリエッタの股座に顔を寄せた。

「……あぁ……んっ」

　そこが彼女の一番感じる場所だった。ジュ、ジュ、とわざと音を立てて吸いつかれると、膨らんだ花芽から快楽が生まれていく。

　入り込んだ指はいつの間にか二本に増やされ、敏感な部分を擦りながら、狭い道を押し広げている。

　内壁だけでは苦しいだけで気持ちよさはないはずなのに、敏感な花芽の上を舌が這うたび、指を咥え込んでいる部分が勝手にうねる。

「やぁっ……あっ、うぅっ。気持ちいい、あっ、いいの」

　自由にならない手の代わりに、無理矢理広げられた足の先でシーツを掴み、身体が浮かないように必死でこらえた。熱に浮かされて、うわごとのように本音を口にすれば、気をよくしたリュカがさらなる高みへ導こうとする。

　律動が速められると、すぐに先ほど経験したばかりの頂が見えてくる。

「また……またなの。あぁっ、リュカ……助けてっ」

　先ほどと同じ波がもうすぐ押し寄せる。こんなにも身体がどこもかしこも心地よくなってしまうのは、媚薬が効いている証拠だろう。

　リュカが導いてくれるあの恐ろしくも甘美な感覚を、もう一度味わってみたい。そんな気持ちでヘンリエッタはこいねがう。

「また達いきそうなのか？　本当に君はどうしようもなく淫らな身体をしている……。達かせてほしい？」

　先ほどの現象を表す言葉を、彼女ははじめて知った。

　そこから唇を離されても、もう簡単には熱が引かない。最初は苦しいだけだった内壁を擦られる行為も、徐々に心地よくなっていく。

　リュカの言うとおり、ヘンリエッタはどうしようもない、淫らな身体をしているのだろう。彼の言葉で簡単に傷つくのに、感じる心を抑えられない。

「……かせて」

「聞こえない」

「達かせて。リュカにたくさん弄ってもらって……私、気持ちよくなりたい……」

　ヘンリエッタは媚薬のせいだと心の中で唱えてから、はしたない望みを口にした。

「ふっ、いいよ。素直で淫らなヘンリエッタ」

　それは、彼女を貶す言葉のはずだ。けれど、ヘンリエッタの痴態を見つめているリュカは、本気でよろこんでいるように思えた。その証拠として、彼はすぐに彼女の願いを叶えるための行動に出た。

「……あ、あぁっ！　ほんと、に……すぐ飛んじゃうぅ。……ん、達く。はっ、ああぁぁ――っ！」

　教わったばかりのその言葉を躊躇なく発しながら、ヘンリエッタは二度目の絶頂を迎えた。なにが起きたのか理解できなかった一度目よりも、二度目のほうが余裕があり、だからこそ余計に快楽を拾った。

　背中を反らして身を痙攣させながら、留まることなく押し寄せる波に翻弄され、リュカが与えてくれるものに夢中になった。

「はっ、はぁ、……はぁ」

　息は荒いまま、急に身体が弛緩する。力なくシーツに身を沈めるヘンリエッタを、リュカはじっと見つめていた。

　しばらくすると彼がシャツを脱ぎ捨てて、トラウザーズをくつろげる。

　寝室の薄暗闇の中で、彫刻のような肉体の陰影が浮かび上がる。少し頼りなさげな印象だが、その裸体は紛れもなく大人の男性のものだった。

　普段、襟で目立たない首は意外にも太く、腕まわりにもほどよく筋肉がついている。女性のヘンリエッタとはまったく違う、それでいて誰よりも美しい人だ。

　彼女が見とれていると、リュカが身を寄せて、顔を近づけてくる。それから下腹部になにか硬いものが押し当てられていることに気がついて、ヘンリエッタは視線を落とした。

　彼女の花園に、ぴったりと押し当てられているのは、太く、凶悪なかたちをした雄の象徴だ。

「……ひっ！　リュカの……？」

「そうだ」

　あてがわれた剛直が、グッと押し入ってくる。指で慣らされても、こんな大きなものは受け入れられない。逆効果だとわかっていてもヘンリエッタの身はすくみ、力んでしまう。

「……う、うっ。……あぁ、裂けちゃう……。苦しいっ。痛くないって……薬、飲んだら平気って……。こんなの、無理」

「飲まなかったらもっと痛んでいたはず。きっとすぐによくなるから私を信じて？」

　リュカは本当に狡い人間だった。ヘンリエッタが大好きだった少年は、こんな歪んだ人物ではないと信じたかった。

　優しいだけならば、もっと穏やかな心でこのときを迎えられたに違いない。恐ろしい人ならば、諦めと覚悟で役目を果たすことだけを考えたはず。今の彼女にはそのどちらも許されていない。優しくて、ひどいことをするリュカが、ヘンリエッタの心を壊す勢いで揺さぶるせいだ。

「あぁぁ……」

　一気に最奥まで、容赦なく男根を沈めた。呼吸すらままならないほどの圧迫感で、涙がポロポロと溢れ出す。

　リュカは小刻みに腰を揺らしながら、獣の瞳で見つめている。美味しい食事にありつけてご満悦なのかもしれない。

　絶対的な優位性を保っている捕食者は、食べられる者の気持ちなどどうでもいいのだろう。

「んっ、……おね、がい。痛いの……、あっ、怖い……リュカ、も……だめっ」

　彼女が泣いて懇願すればするほど、リュカをよろこばせるだけだった。

　ゆっくりとした動きではあるが、彼は決してヘンリエッタを苦痛から解放してはくれない。

　この行為がはじまる前までは、小さなリュカと目の前にいる青年は、彼女の中で同一の存在だった。今は、まったく知らない人に身体を差し出してしまったのではないかという不安が、胸の中を渦巻く。

「こうやってかき混ぜると、破瓜はかの血が溢れてくる。君は本当に、なにもかも私が最初なんだな……？　大丈夫だから、力を抜いていろ」

　結合部から蜜と混ざった血がわずかににじみ、シーツに薄紅色の花びらの模様を散らす。本当に純潔を失って、二人は夫婦になったのだ。

「あ、うぅ……ぅ、いゃぁ……」

　本来入らないものを無理矢理押し込まれた痛みは、すぐに落ち着いてくる。けれど、柔らかい内壁を広げられるのには慣れそうもない。

　引かれるたびに、次の侵入を恐れて、拒むように膣が収縮する。その隘路あいろに無理矢理入り込んで、リュカが自らのかたちを教え込んでいく。

　はっ、はっ、と短く息を吐きながら、ヘンリエッタはその責め苦に耐えた。先ほどまでは媚薬のおかげで、簡単に快楽を拾えていたのが嘘のようだった。

　薬の効果で緩和されてこれならば、次に生まれるときは男になりたいと、彼女は初夜の最中にふさわしくない現実逃避をした。

　せめて腕が自由なら、彼の背中に手をまわして少しでも不安を取り除くことができるのに。この戒めは彼女を不安にさせるための役割をしっかりと果たしていた。

「リュカ……、リュカ」

　自由にならない代わりに、彼の名前を呼んだ。今、覆い被さっている青年が、間違いなく彼であると確認したかったのだ。

　ヘンリエッタを落ち着かせるためなのか、リュカがまた唇を寄せた。

　痛みを与えているのは彼なのに、くちづけだけは妙に優しい。腕を拘束され、苦痛を与えられ、言葉でなじられている。同時に、とろけるほど深いくちづけがされた瞬間、彼女の中でなにかが壊れた。

「ん……っ、あっ、あっ」

　もう周囲にあるもの、自身さえもどうでもよくなっていく。目の前の青年がなにを考えているのかわからないままでもいい。きっとくちづけの心地よさだけが真実で、それだけ知っていればもう十分だ。

　途端に身体から力が抜けて、苦痛が嘘のように消えていく。

　ヘンリエッタの変化を感じ取ったリュカが、腰の動きを速め、寝室にパン、パン、という打擲ちょうちゃく音が鳴り響く。

　たくさんのくちづけをし、胸や花芽が弄ばれていく。もう規則も作法もなにもなかった。ドロドロに溶けて、ヘンリエッタまで獣になっていく。

「そんなに甘い声であえぐな」

「あぁっ、……きもち、いい……また……！」

　感じているのだと伝えることに、もはや恥じらう必要はなかった。きっとヘンリエッタの感情など、彼にはお見通しなのだから。

「慣れてきたんだろうな。はじめてだというのに、本当に君は……くっ」

　リュカが肩を震わせている。そのあいだも激しく腰が打ちつけられる。花芽で得る快楽とは違うが、いつ弾けてもおかしくないなにかがこみ上がってくる。

「違うの……だって、媚薬のせいで……あぁ、あん」

　リュカは、最初からヘンリエッタの身体を、彼女自身よりもよく知っているようだった。言い訳を咎めるつもりなのか、彼はとくに敏感な場所を探り当てては、そこばかりを突いてくる。

「本当に、君は変わらないっ。単純で、たまらなく可愛いなっ！」

「んっ、……はぁっ、あ……なに？」

「処女だったくせに、こんなに濡らして……何度一人で達くつもりなのか？　よいことを教えてやる。君が飲んだのは、ただの酒だよ。酔うほどの量でもなかっただろう？　……ふふっ、ははは！」

　彼女がその意味を理解する前に、快楽の果てに突き落とそうとする猛烈な攻めたてがはじまった。

「う、嘘……や、やだぁ！　待ってぇ」

「また達きそうなんだろ？　……よく考えてごらん。副作用もなしに処女がよがり狂う薬があったなら、誰もがほしがるに決まっている！　そんなものはないんだ……ただ君が、特別に淫らなだけ」

「ふっ……ぁっ、あっ、あっ」

　リュカが男根を最奥に突き立てる。その場所を押されると苦しく、わけがわからない状態になるというのに、ヘンリエッタの限界はもうすぐそこにあった。

　花芽を弄られたときとは違う、辛いのに、身体が言うことを聞かずにリュカの与えるものをよろこんでしまう。

　処女だったのに、どうしようもないほど淫らなヘンリエッタの痴態を、彼は涼しい顔をして笑う。媚薬のせいにしてどこかに捨て去った羞恥心が、何倍にもなって戻ってくる。

　ヘンリエッタの痴態を咎める彼の言葉が、頭の中に何度も響いた。

　心がやめてほしいと言って泣いているのに、ヘンリエッタの口からは荒い呼吸とあえぎ声しか出てこない。

「私はね……？　独占欲が強いんだ。君の感情も、表情も、全部自分が引き出さないと気が済まない。……薬の力を借りるなど、許せない」

　心底嬉しそうに瞳をギラつかせる獣は、歪んでいても美しかった。次の瞬間、彼女の中にあった快楽の泉が決壊し、波となって押し寄せた。

「ん、んっ！　ん、あぁ――っ！」

　頂を経験するたびに、もっと先があるのだと知っていく。リュカの言うとおり、ヘンリエッタは淫らな女なのだと理解するほかなかった。

「……くっ」

　彼女が限界を超えたのとほぼ同時に、リュカの熱杭がドクン、と大きく震えた。直後に熱い飛沫が広がっていくのを感じた。

　男根がビクン、ビクン、と数回に分けて痙攣し、ヘンリエッタの内壁はそれを搾り取るかのように蠢いて、子種をほしがった。

「綺麗だ……。明るくて強気なところも好きだけど。すっかり自信を失って、怯えて、泣いている姿は、本当に……そそられる」

　拘束も、嘘の媚薬も、わざと痛みを与えたのも、すべては彼女を素直にさせ、そのあとに徹底的に貶めて壊すための手段だった。

　リュカが涙を拭い、腕を拘束していたリボンをほどく。

　やっと自由になった手は、無意識に彼の背中へとまわされた。

　ずっと恐ろしくて、だからこそ彼に縋って癒やされたかったのだ。叶わなかった想いは、絶頂の衝撃でまだぼんやりとしていた彼女を突き動かした。

　ひどいことをする相手を抱きしめて、ヘンリエッタははじめて素肌が触れあうぬくもりを甘受した。
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「――だろうから……ゆっくり寝かせてあげて」






　リュカの声が、眠っているヘンリエッタの頭の中に響く。優しく、彼女に気を遣ってくれる、いつもの彼だ。

　彼はすでに寝台の上にはいない。ジョハンナと話をしているのだとわかるが、ヘンリエッタの重い瞼は閉ざされたままだ。そのままでも、すでに夜が明けていることは感じ取れた。

「それから、すまない」

「まぁ！　どうなされたのです」

　ジョハンナはなにかに驚いた様子だ。

「その……、服の脱がせ方がわからなくて、戸惑ってしまって……。女性の服は繊細なんだな……」

　破れたナイトウェアの件だろう。

　半分夢の中にいるというのに、ヘンリエッタには、彼が少し困った顔をして可愛らしく自身の失敗を報告する姿が目に浮かんだ。これではまるで、閨事ねやごとに不慣れな年下の夫である。実際にそうなのかもしれないが、ものは言い様だ。

「ヘンリエッタ様のお着替えについては、私たちにお任せください」

「よろしく。……お詫びに贈り物を考えよう。国王として王妃が困らないだけの品は揃えたつもりだけれど、私個人が贈るのなら、大人になった彼女をこの目で見てから決めたかったんだ」

「……すばらしいですわ！　きっとよろこばれるはずです」

　これでリュカは完全にジョハンナからの信頼を得たのだろう。彼は新妻を大切にするすばらしい人格者だ。

（なにこれ……？　リュカってこんな人だったの……？）

　静かに扉が閉まる音がして、それ以降リュカの声が聞こえなくなる。ありえないほど激しい初夜を迎えたせいで、ヘンリエッタの身体はまだ休息を必要としていた。






　次に彼女の意識が浮上したのは、窓から差し込む光が眩しく感じられてからだった。

　起き上がろうとすると身体の筋が痛んだ。怪我ではなく、疲労によるものだ。

　侍女を呼ぼうとして呼び鈴を探すと、サイドテーブルに目的のものと折りたたんだ紙が置かれていた。リュカからの手紙だ。

　内容は、執務が忙しく一緒に朝食をとれないことへの謝罪と、ヘンリエッタの体調を気遣う言葉、それから寝顔が可愛い――などと、甘い言葉が大量に書かれていた。

「昨日の……あれ、なんだったの。……私、愛されているのよね？」

　一晩経っても、昨晩の激しいリュカが彼女には理解できなかった。

　愛されていないとか、王妃である彼女に世継ぎを望む気がないとか、そんなものではないというのは察していた。誤解しようもなく、彼はヘンリエッタを欲していた。だからこそ、対応に困るのだ。

「おはようございます、ヘンリエッタ様」

　呼び鈴を鳴らすと、ジョハンナと新たに加わった侍女たちが、ぞろぞろと入ってくる。

　まずは、水を一杯飲み干して、朝の支度の時間だ。

「ヘンリエッタ様、ようございましたね。……昨晩はつつがなく夜の儀式を終えられたようですね？」

　ジョハンナは妙にご機嫌だった。

「え……あぁ。そうね……」

　リュカは初恋の相手を妃に望んだと言っているが、トアイードにとっては純粋な政略結婚である。

　リュカが彼女を名ばかりの王妃として扱い、愛さないこともありえた。

　トアイードとしては、きちんとした夫婦となって、いずれは二人のあいだに世継ぎが生まれることを望んでいるはず。

　ジョハンナが昨晩の夫婦の契りが間違いなく結ばれたかを気にするのは、祖国のために必要だからだ。

「どうされたのでしょうか？　まさかなにか問題が……？」

　ヘンリエッタの歯切れの悪い回答を聞いて、ジョハンナが不安そうな顔をする。

「すごく痛かったの」

　一人で考えても埒が明かない。ここは頼れる年上の侍女に相談するべきだ。

「それは全体として痛かったのでしょうか？　それとも一部だけが痛かったのでしょうか？」

「……一部よ」

　ヘンリエッタは真っ赤になって答えた。昨晩痛みも感じたが、たしかに快楽の頂も知った。それも一度だけではなく、何度も。

「初夜は痛いものというのは、ご存じでしたよね？」

　ジョハンナの言葉は質問ではなく「それくらい我慢しろ」と、痛みに弱い主人を咎める意図だった。

　王女として、初夜に困らないだけの正しい知識は必要だ。破瓜に痛みが伴うというのは、当然知っている。ヘンリエッタが訴えたかったのは、腕の拘束や太ももを噛まれた件についてだった。

「そういう痛みではなく、ありえないほど激しかったというか……リュカが別人のようになってしまって――え、えぇっと」

　婚姻歴のあるジョハンナに真実を打ち明け、助言をもらおうと考えて、寸前でなぜか躊躇してしまう。

　これは、国同士の政略による婚姻であり、相当な理由がなければ覆らない。

　リュカはおそらく、加虐趣味のある変態なのだろう。それははたして、婚姻を無効にできるほどの問題だろうか。そして、そもそもヘンリエッタはこの結婚を無効にしたいと思っているのだろうか。答えはどちらも否だった。

　彼女自身も意外だったが、昨晩のリュカを嫌悪する気持ちは少しもない。ただ理解が追いつかず、どうにか改善できないものかと思い悩んでいるだけだった。

　彼が夫であることは揺るがない。そうだとすると、たとえ親しい侍女に対してでも〝夫が変態〟という事実を告げるのは勇気がいるものだ。

　近くにいる存在だからこそ、今後も偏執的な交わりをする可能性が高いなどと、知られたくなかった。

「激しいというのは、よい意味でしょうか？　それとも悪い意味……？」

「悪い意味よ！　け、獣みたいだったわ」

　せめてもう少し、優しくしてもらえる方法を一緒に考えてくれないだろうかと、彼女は言葉を選びながら昨晩のリュカについて説明する。

　すると、二人のやりとりを聞いていた若い侍女たちが、頬を赤らめ、はしゃぎだす。

「……男性は、愛する者の前だと獣になるのだと聞きました！」

　侍女の一人がそう言うと、皆がうん、うん、と頷く。

「いえ、そうではなく……何事にも限度があると思うわ。どうしたらもっと優しくしてもらえるのかしら？　ジョハンナはどう思う？」

　侍女たちは、初夜で若き王ががっついたとしか思っていないのだろう。悪い意味だと言っているのに、ぼかした言葉では結局伝わらないままだ。

　それでもやはり、昨晩の出来事を包み隠さず打ち明ける気にはなれない。

「陛下はお若くていらっしゃいます。しかもヘンリエッタ様が初恋だというではありませんか。しばらくご一緒に過ごされれば、落ち着かれることでしょう。時間が解決してくれますわ」

　サルグレット城内では、温和な若き王であるリュカの人格を疑う者などいない。ジョハンナも、たった一日で彼の信奉者になってしまった。

「そうね……」

　ヘンリエッタは大きくため息をついた。昨晩彼は、負の部分を受け入れてくれと言っていた。そして彼女はそれに同意した。

　だんだんと、たった一つの欠点に難癖をつけるヘンリエッタが狭量なだけのような気がしてくるから不思議だ。

　しばらく一緒に過ごせば落ち着くという年長者の意見を、このときの彼女はどこかで信じていた。

















第三章　秘め事は、秘めたままにしてください












　トアイードの城で、ヘンリエッタとリュカが出会ってから半年後のこと。






　トアイード国王夫妻が外遊のため十日ほど城を留守にする日の朝。十歳のヘンリエッタは両親の見送りをしていた。

「ヘンリエッタ、あなたはお転婆がすぎます。母の目がないからといって、羽目をはずすことのないように！」

「はい、気をつけます。でも私、そんなに――」

「お黙りなさい」

　そんなにお転婆ではないと否定しようとすると、王妃が強い口調でヘンリエッタの言葉を遮った。王妃は慈愛に満ちた母であるが、小言が多いのだ。

「ウォーレス、皆をよろしく頼む」

　国王は、王太子ウォーレスに弟たちを託した。

「かしこまりました、道中お気をつけて」

「うむ」

　王家の問題児といえば、いじめっ子の第二王子と、お転婆がすぎる第三王女だろう。国王は皆を頼むと言いながら、明らかにその二人を意識しているようだった。

「お母様！」

　八歳の第三王子が王妃に抱きつく。まだ甘えたい年頃の王子は、たった十日の別れでも寂しいのだ。

　馬車に乗り込む直前、王妃はヘンリエッタやほかの王子たちを順番にギュッと抱きしめた。ウォーレスや第二王子は、嬉しさより気恥ずかしさが勝るようだ。できれば手短に済ませたいという内心が透けて見えた。

　第三王子が最後にもう一度、王妃に抱擁をねだった。その様子を眺めているうちに、ヘンリエッタの頭の中に、リュカの姿が浮かぶ。

（リュカは……）

　国王一家から少し距離を置き、周囲を取り囲むように多くの城勤めの者たちが見送りのために集まっていた。

　その中にはリュカの姿もあった。一緒にいるときはふわふわした印象の笑みを浮かべている彼だが、そっと覗き見る横顔はなんの感情も映さない。可愛らしい容姿をしているからこそ、無表情でいられると人形のように思えてしまう。

　そのうちに、ヘンリエッタの胸は罪悪感でいっぱいになっていった。彼が弟と同じ歳で家族から引き離されたからだ。

　留学というのが建前だとヘンリエッタも、リュカ本人も知っている。

　彼とすぐに話をしないと気が済まなくて、ヘンリエッタは見送りのあとリュカの姿を追いかけた。

「リュカ！」

　彼に追いついたのは最初に出会った庭園だった。ヘンリエッタは彼の手を取って、近くにあったベンチまで引っ張っていった。

「どうしたんですか？」

「……あのね、……あの、リュカは寂しい？」

　彼は一瞬驚いて、それから普段と同じようにヘンリエッタに笑みを向ける。

「いいえ、大丈夫ですよ。本当にどうしたんですか？」

　それは嘘だと彼女は悟った。もし嘘でないのなら、彼はどうしようもなく冷めた子供になってしまう。リュカはそんな子供ではないと、ヘンリエッタにはわかっていた。

　同時に、彼に孤独を強いているトアイード王家の人間が、こんな質問をする権利がないことも理解して、泣きたい気分だった。

「えっと……あの、ごめんなさい……リュカ」

「おかしなヘンリエッタ。あなたが悪いんじゃないのに。……僕もヘンリエッタも子供で、なにもできないというだけですから」

　今、弱音を吐く権利があるのはリュカのほうだった。それなのに、泣きそうになっているのはヘンリエッタだ。年下の少年は、彼女を励まそうとしてくれている。

　その行動が、余計にヘンリエッタの心をせつなくさせた。

「リュカは、どうして苦しいときに笑うの？」

「……苦しい？　よくわかりません。僕はサルグレットの王子として正しい行動をしているだけです」

　王子だから、寂しさや苦しみを隠して笑っていなければならない。彼はたった八歳でそんな生き方をしているのだ。

　それはヘンリエッタにとってはありえないことだった。

「大丈夫だよ。……私なんて王女として正しい行動なんてしていないのに、ずっと王女のままよ？」

「大丈夫じゃなさそうです。今日だって王妃様に怒られていましたよね？」

「二つ上の私が毎日怒られてばかりなんだから、リュカだって少しくらい失敗したっていいじゃない。そうだ！　ここにいるうちは、私がリュカの家族になってあげる」

　甘えていい、飛び込んで来なさい、と態度で示すために、ヘンリエッタは大きく手を広げた。リュカが寂しいのなら、抱きしめて癒やしてあげたいと思ったのだ。

「え……、遠慮したいです。それに僕には兄弟がいませんし、母上のことも……覚えていない。サルグレットに帰っても、ここでの暮らしと変わりませんよ。だから平気なんです」

「だったら余計に、私がお姉様になってあげる」

　押し売り、自己満足、ありがた迷惑。――この頃のヘンリエッタは、そんな言葉をきちんと理解できる年齢ではなかった。王女が、隣国の王子の個人的な部分に干渉するのは、度がすぎていたのだろう。きっと、子供だから許されたのだ。

「ヘンリエッタ……苦しいです」

　このときのリュカも、やはり苦しいと口にしながら、笑っていた。
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　婚姻からひと月後。ヘンリエッタは、夜だけ別人になってしまうリュカに戸惑いながら、サルグレットでの新しい生活に、少しずつ慣れていった。

　しばらく一緒に過ごせば落ち着くというジョハンナの予想は、今のところ大きく外れている。

　昼間のリュカは、二人きりでも優しいままだ。

　彼は忙しい執務の合間にわざわざ会いに来てくれたり、贈り物をしたいから一緒に選ぼうと提案してくれる。ヘンリエッタが異国の地に早く馴染めるように、いつも気遣ってくれていた。

　そして夜になると急に意地が悪くなり、毎晩彼女を追い詰めて、羞恥心を限界まで煽り、何度も快楽の淵へ落とす。

　彼は、とにかくヘンリエッタの感情を揺さぶり、苦痛に思えるほどの快感を与えることを至高としているようだった。

　ある晩は、大きな鏡の前で脚を開くように強要された。別の晩は、卑猥な言葉を口にして、おねだりができるようになるまで延々と焦らされ続けた。

　リュカは変わってくれない。むしろだんだん激しくなっていく。

　彼女が彼のすることに耐性をつけていくと、さらにその上を行こうとする。これでは永遠に慣れるはずもない。

　昼と夜。どちらが彼の本当の姿なのだろうか。

　普段、抑圧されている感情を閨事の最中に爆発させているだけで、野生のオオカミの姿が彼の真実なのだろうか。だとしたら、ヘンリエッタと二人きりならば、温和な国王を装う必要はない。

　昼間の優しい姿が偽りだと感じられないからこそ、ヘンリエッタは彼を嫌いになれなかった。むしろ、どんどんと心の深い部分に入り込み、彼しか考えられない人間になりそうな、そんな恐ろしさがある。

　彼は、皆に見せている国王としての顔の裏に、激情を隠している。それを知っているのは、もしかしたらヘンリエッタだけかもしれない。

　そう考えたときに湧き上がる想いをなんと呼べばいいのか、答えはまだ出ていなかった。
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　この日はモンブリー地方を治める領主が陳情に訪れていて、ヘンリエッタも同席していた。

　サルグレット王妃は、政治的な権限をあまり持っていない。けれど、国王の職務を間近で見て、理解し、支えとなる役割として隣にいることが許されていた。

　謁見の間には国王夫妻の椅子があり、二人はそこへ腰を下ろす。宰相を務めるアシャール公はリュカの隣に、そのほか数名の文官や護衛の兵が近くに控える。

　国王夫妻の座る場所から数段下がったところに、モンブリー領主が頭こうべを垂れて、国王の言葉を待っていた。

　リュカが許可を出すと、領主は被害状況と収穫の見込みについて報告をはじめた。

　まもなく訪れる夏は、小麦の収穫時期だ。今年に入ってからの雨不足で、農作物に深刻な被害が出ている状況は、皆が知るところだった。

　これは一つの地方だけの問題ではなく、サルグレット全体で取り組む必要のある国難で、ほかの誰よりもリュカがそれを理解している。

　なぜなら、そもそもモンブリー地方関連の政策そのものが、リュカの強い意志によるものだったからだ。

「――それゆえ、我が領地は本年度の税を納めることすら困難な状況が予想されております」

「具体的にはなにが望みだ？」

「減税――それも全額に近い減税と、それから、どうか国庫からの支援をお願い申し上げます」

「支援か……。簡単には頷けぬ要望だ」

　国庫には、このような場合、それからおもに他国から攻め入られた場合に備えた蓄えがあり、必要に応じてそれを各地に送る用意もある。

　ただし、干ばつで不憫だからという理由で、要望どおりに物資を放出すれば、国そのものが足もとから崩れさる可能性がある。

　一地方の飢饉の最中には、ほかの災害や危機は発生しない――などという保証はないからだ。備蓄は有限で、気前がよいだけではだめだった。

　リュカは、領主が訪れる前から、学者や宰相とこの件について対策を話し合っていた。具体的に動くつもりもあるはずだ。

　政治に明るくないヘンリエッタですら、そんなことはわかっていた。

「田畑を耕す者を飢えさせれば、来年も、その次の年も、麦は実りませぬ！　なにとぞ、なにとぞお願い申し上げます」

　領主も必死だった。それでつい、取り繕うのを忘れたのだろうか。

　彼はリュカではなく、その横に控えていたアシャール公をまっすぐに見据えて懇願した。まるで、リュカの存在を忘れてしまったかのように。

　ゴホン、とアシャール公が咳払いをする。それで我に返った領主は真っ青な顔になって膝をつき、床に額が触れる勢いで頭を下げた。

「よい。モンブリーの干ばつに関してはこちらも憂慮している。すでに学者と選任の高官が対策を講じているから、具体策については、その者らと検討するように」

　リュカがそう言って、目配せをすると、その場にいた文官が領主に退席を促した。これからすぐに、対策会議がはじまるのだ。

　リュカはモンブリー領主よりも先んじて動いて、要望がくれば応じる用意をしていた。それでもきっと、あの領主はアシャール公の采配だと信じて疑わないのだろう。

　領主が退出した謁見の間を、気まずい沈黙が支配する。国王に近しい文官ならば、リュカが聡明で宰相の傀儡ではないのだと知っているはずだ。

　そして二人の関係が良好だからこそ、皆が口をつぐむのだ。

「陛下……」

　アシャール公は申し訳なさそうにしている。

「問題ないよ、宰相。国がどう動くかが重要なのであって、私とあなたが同じ目的に向かって歩み続ける限り、誰の指示かなど些細なことだ。それに、いずれ時間が解決してくれるだろうから」

「御意」

　近しい者たちは真実を知っている。そう遠くない将来、アシャール公の後ろ盾があってこその存在というリュカのイメージは、払拭されるはずだった。
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　執務が一旦片づいたところで、ヘンリエッタはリュカをお茶に誘った。

　今のところ、彼女が夫にしてあげられることは少ない。

　まだ自身の気持ちが整理できずにいる彼女だが、リュカにとって、数少ない本音を言える相手なのだとしたら、その役割に誠実でありたかった。

　今日は庭園でしばしの休息をとるつもりだった。

　リュカや数名の護衛と一緒に回廊を歩いていると、とある部屋の内側から大きな声が響く。

「――地方の件は、まだ若い陛下には荷が重すぎます。実務を担うのがアシャール公だとしても、もはや限界でしょう！　誰が国主であるかによって、皆の結束は変わるのです」

「説得できるのは、将軍閣下のみですぞ！　……将軍閣下は剣術の師として、陛下からの信頼が厚いでしょう？　だからこそ、まだお若い陛下に現実を諭すべきと存じます」

　部屋の中にいる二人の人物が、将軍なる人物にリュカに退位を勧めるべきだと進言しているのだ。

　現在、将軍職にある者は数名存在しているが、リュカの剣術の師という言葉から、相手がベルジュロン将軍であるのだとわかる。

　将軍がなんと返事をしたのかは聞こえない。けれど、少なくともこの部屋の中にいる二人は、確実に不敬罪で罰せられる。

（こんな大声で……。なんて浅はかなのかしら？）

　愚かだから、リュカの功績を理解しないのだろう。

　ヘンリエッタ、そして護衛兵も同じ考えだった。不敬罪どころか、反逆罪にも問える暴言だ。踏み込む指示をもらうため、リュカの言葉を待っている。

「放っておけ」

　小声でそう言って、彼は歩きだす。

　当然、ヘンリエッタはなぜ捕らえないのかという視線を彼に向ける。

「……今は少しでも混乱を避けるべきだ。私の退位を望んでいる者、それを口にした者をすべて罰したら、国家の運営に支障がある。大丈夫だ、今はそのときではないというだけのことだから」

　その部屋から十分に離れてから、リュカは気にしていない様子で考えを口にした。

　それはリュカをお飾りの王だとあざ笑う者の多さを示しているのだろうか。そして、今でないとしたら、いつか彼らを罰するつもりがあるのだろうか。

　ヘンリエッタはサルグレットに嫁いでまだひと月だ。国外はもちろん、国内や城内でも、リュカを正しく評価している者が少ないのだと思い知らされる出来事は、多々あった。

　単純な彼女は、リュカが誤解を正さずに許してしまうせいで、相手を増長させているのではないか、と懸念していた。

　一方で、彼が見た目ほど甘い人物ではないと知っている。

　ヘンリエッタがわかる程度のことならば、彼はとっくに理解して対策を講じているはずだった。十年で国を栄えさせた思慮深い彼に対し、彼女が意見をするなどありえなかった。

　だから、それ以上なにも言えず、ただリュカの横に並んで、静かになった回廊を歩く。

　やがて庭園にたどり着く。サルグレット城内には、かつてリュカと一緒に過ごした庭園を彷彿とさせる場所があった。

　トアイードで咲いていた花と同じものを見つけるたび、小さなリュカとの思い出が蘇るのだ。そこにある東屋は、ここで暮らすようになってすぐにヘンリエッタのお気に入りとなっていた。

　彼女はリュカのために小さなお茶の席を用意して、自ら淹れた紅茶を振る舞っていた。

　侍女や護衛も下がらせて、本当に二人きりだ。

「お疲れ様です、リュカ」

　日中の日差しは強く、気温も高い日が多くなっている。もしかしたらミント水など、冷たい飲み物を用意したほうがよかったのではないか。そう感じて、自信なさげに紅茶を注ぐと、リュカはすぐにそれを口もとに運んでからほほえんだ。

「優しいね？」

「あ、あの……。えぇっと」

「……そうだね、私は若いというだけで侮られる。……だから宰相の名が必要だった。私が望んだ結果なのだから、気にするほどのことではないよ。宰相だって同じように苦しいだろうから」

　彼は、どういうつもりでヘンリエッタが甲斐甲斐しく紅茶を淹れているのか、お見通しのようだ。

「でも、本当はリュカが――」

「国が栄えるためのもっとも効率のいい方法を考えて、それを実行しているだけだ」

　ヘンリエッタの言葉を遮り、彼は若輩者の王として正しい道を説く。

「そうね。……わかっています」

「先ほどもそうだったけれど、意外だな。偽りの姿でヘラヘラ笑っている私を諫めるかと思った」

　モンブリー領主、そして先ほど大声で退位を口にした者を笑って許したのは、やはり心からのものではない。必要だから、もしくは憤っても仕方がないから、彼は寛容な若き王でいるのだろう。

　たしかに昔のヘンリエッタならば、常に己を偽らず、正しく誠実であるのが正義だと考えて、他者にもそれを強要していた。

　幼い彼女は恵まれていて、自由な振る舞いが許されていただけだという自覚がなかったのだ。

「私だって、少しは成長しているの。……でも、リュカはあまり変わらないわ」

「変わらない？」

「辛いときほど、無理に笑っているから。昔からそうでしょう？　でも、私には本当の姿を見せて甘えてくれているのだと思うと、なんだか嬉しいの」

　リュカが望むままに生きられないのなら、せめて誰か彼の努力や葛藤を知っている者が必要だ。ヘンリエッタはそういう存在になりたかった。

「甘え……？」

「そうでしょう？　人払いをしてあるのだから、もっと素直に甘えていいのよ。約束したでしょう？　私があなたの姉になるって」

　以前と同じに、両腕を広げて彼を受け止める意志を示した。

「ふーん、姉か……？　まだそんなことを言うとは……。そうだな……君がそういうのなら、遠慮なく甘えさせてもらう」

　その瞬間、琥珀色の瞳の中に、隠されていた激情が見えた。しかも、今まで彼女に見せたことがないほど、強い怒りをはらんでいる。

（あ、あれ……？　夜じゃないのに、なんで？）

　今まで、二人きりになっても昼間は常に優しかった。夜のリュカも彼の一部であるのだと当然知っているし、どちらかといえば、そちらが本性に近い気がしていた。

　けれど、昼間のリュカが見せてくれる優しさも本物だというのが、彼女の認識だった。

「ちょ、ちょっと待って……」

「君のせいで、すごく気が立っている。鎮めてくれないとこのまま皆の前で本性を見せてしまいそうだ。だから、責任を取ってくれないか？」

「責任って！　私はただリュカをなぐさめて、癒やしてあげたいだけなのに……」

「それなら遠慮なく癒やしてもらう。……そうだな、ヘンリエッタのほうからくちづけを。誠意を見せて」

　リュカは彼を理解しない者に対して憤っているのであって、ヘンリエッタは彼をなぐさめる立場だ。

　だというのに、彼はヘンリエッタのせいで怒りが鎮まらないという。

「早く……でないと、本気でなにをするかわからない」

「……こんな場所で？」

「わざわざ人払いをしたのは君だ」

　東屋の周囲にはバラや目隠しになる木が植えられている。けれど二人は国王夫妻だ。大声を出せば、すぐに誰かが駆けつけて来るに決まっている。急用があれば、女官や文官が姿を見せるかもしれない。

　いくら、対外的には初々しい新婚夫婦であっても、誰かにくちづけを見せつけるのははばかられる。

　ヘンリエッタがもじもじと彼の隣で動けずにいると、リュカが強い力で引き寄せた。自らの膝の上に無理矢理引き上げて、腰に手をまわす。

「……ほら？」

　毎日、しかも一度ではなく何度もしている行為だ。睦み合っている最中は、彼女のほうからほしがって、積極的になったこともあった。

　けれど、冷静な状態で望まれたのははじめてで、とにかく恥ずかしい。それでもヘンリエッタにとって、リュカの言葉は魔法か呪いのようで、胸を高鳴らせながらそっと唇を重ねてみた。

　最初はためらいがちに。彼の舌がヘンリエッタの敏感な口内に侵入を果たすと、徐々に大胆に。くちづけをしただけで、すぐに頭がぼんやりとして、心地よさに負けてしまう。

「……んっ」

　リュカが腰のあたりにあった手を滑らせて、服の上から柔い臀部をまさぐった。

　誰かに見られてしまう心配がある場所で、これ以上先に進んではいけない。頭ではわかっているのに、抗えない。

　あと少しだけならばいい、もう少しだけこうしていたい――そんな言葉を頭の中で繰り返し唱えて、やめる機会を逃していく。

　彼の首のうしろに腕をまわし、ヘンリエッタのほうから積極的に距離を縮めた。すると太もものあたりに硬く膨らんだものがあたってしまう。

　リュカがヘンリエッタを求めて、昂っていた。

　どう考えてもだめだとわかるのに、彼女は距離を無にして、わざとリュカの昂りを圧迫してしまう。臀部を撫でまわす手の力も強くなり、互いを止める方法を見失った。

「……はっ、ん」

　布越しに互いの敏感な部分が触れあう。物足りない部分を激しいくちづけで補おうとするが、上手くいかない。続ければ続けるほど、毎晩経験している果てを求めて狂おしいもどかしさを感じた。

「……本当にはしたないね、ヘンリエッタは。こんな場所で発情したんだ？」

「ち、ちが……」

　リュカがヘンリエッタの手を掴み、トラウザーズの内側で燻っているものに触れさせた。ありえないほど硬く、質量があって窮屈そうだ。

「ほら、……君がほしがってわざとさわるから、こうなったんだ。どうするつもりだ？」

「どうって？　だって……リュカが先に」

　彼女はただ彼の求めに応じて、唇を重ねただけだ。先に臀部に触れてきたのはリュカのほうだった。そしてきっとその剛直は、ヘンリエッタが触れる前からすでに反応していたに決まっているのに。

「このままだと、執務に戻れない。夫をこんな状態で歩かせる気……？　威厳のない王に、とんでもなく恥ずかしい醜聞が加わりそうだ」

　ヘンリエッタは悪くないはず。それなのにリュカに咎められ、なぜか脅されている。

　リュカの別の顔を他者に知られてはならない。彼の評判を落とすのもだめだ。ヘンリエッタは、彼と秘密を共有する立場にあるのだと納得している。

　けれど、必死に秘密を守ろうとするのがヘンリエッタで、本人が暴露すると脅すのは明らかにおかしい。

　それが指摘できないほど、彼女はリュカに追い詰められていた。彼の昂りを鎮めるには、身体を繋げるしかないのだと思い込む。

「でも、だめよ！　無理……。こんな場所じゃできない」

「そうだろうね？　君はいつも声を我慢できないからね。こんなところで交わったら、皆さぞかし驚くだろうな」

　くっ、くっ、と彼が身を震わせた。

「リュカ！」

　屋外で交わるという想像をしただけで、羞恥心が限界を超えて涙が溢れた。リュカが目を細めて、それを嬉しそうに眺めている。

「……舐めて。それで鎮めてくれたら、今は許してあげる」

「え……？」

「君は口でされるのが好きだろう？　そろそろ私にしてくれてもいいはず」

　それができなければ、今ここで抱く――彼はそう言っているのだ。

　ヘンリエッタには選択肢がなかった。ごくりと唾を飲み込んで、彼の膝からゆっくりと降りる。

　操り人形になってしまったかのように石畳の上に膝をついて、リュカの股座に顔を近づけた。

　たどたどしい手つきでベルトをはずし、トラウザーズをくつろげて、硬くいきり勃ったものを取り出す。柔らかな容姿の彼には似つかわしくない、歪で凶悪な代物だ。

「いい子だから、早く私を苦痛から解放してくれ」

　リュカが苦しがっている。その原因はヘンリエッタが怒らせて、中途半端に触れたから。だから、それを鎮めてあげる義務がある。

　そんなふうに、彼の言葉は彼女の思考さえ支配していく。

　ヘンリエッタは、ギュッと瞳を閉じて勢いよくそれを食べた。不快感はなく、咥えているだけで下腹部がジン、となった。

「……そう。口をすぼめて、上下に動かして……いいよ」

　リュカが頭を撫でてくれる。ヘンリエッタはそれが嬉しくて、必死に奥まで咥え込んでリュカのよろこぶ場所を探した。

　教わってもいないのに、チュ、チュ、と吸いあげて、強く扱く。そうやっていくうちに、リュカが時々くぐもった吐息を漏らした。

　彼に快楽を与えられるのが嬉しくて、ヘンリエッタは気がつけばその行為に夢中になっていた。同時に、お腹の奥が彼を欲しているのを感じた。

　けれど、長い時間をかけて丁寧にその作業を繰り返しても、それ以上の変化はリュカに訪れなかった。

「それでは永遠に達けない。……むしろ事態を悪化させただけだ。どうしてくれる？」

「そんなこと言われても」

　では、どうすればいいのか。彼がなにを求めているのかを理解している彼女だが、同意はできなかった。

「おいで、ヘンリエッタ。早く執務に戻らないと。約束しただろう？　この昂りを鎮めてくれたら終わりにすると」

　口淫で鎮められないのなら、ほかの方法で。中途半端なこの状況では執務に戻れない。早く終わらせないと誰か来るかもしれない。そうしたら大変なことになってしまう。

　彼のギラついた瞳がそう語り、ヘンリエッタを誘っている。

　こんな淫らな行為は許されないと思っているのに、心と身体が乖離していく。ヘンリエッタはゆらゆらと立ち上がり、引き寄せられるまま、リュカに身を委ねた。

　胸もとに指が差し込まれる。それだけで、本当は素肌に触れてほしくて仕方がなかったのだと思い知る。

　もういっそ、先のことなど忘れてこの行為に溺れたいのに、最後の最後で良識を捨てられない。

「……だめ！　胸はだめ。一人では直せないの……」

　リュカが胸に手を這わせ、ストマッカーを取り外そうとした。もしそんなことをしたら、二人がなにをしていたのか、ヘンリエッタの侍女に知られてしまう。

「だが、慣らさないと痛むだろう？」

　普段なら、繋がる前に丁寧な、むしろ過剰に慣らされてから彼を受け入れている。今日はヘンリエッタが奉仕しただけで、身体を繋げる準備はなにもしていなかった。

「いいの！　私もう……平気だから、リュカがほしいの」

　とにかく早く終わらせなければという一心で、ヘンリエッタは進んで下着を取り払い、ドレスを着たまま彼の上に跨がった。

　はしたない行動をしている自覚はあるが、それしか方法がないと追い詰められていた。

「……ん、あぁっ！」

　リュカがドレスの中をまさぐって、これから繋がる場所を確認する。グチュ、グチュ、と派手な水音が響いた。

「本当だ。……なんだ、私と繋がりたくて仕方がなかったんじゃないか」

　突き立てられた指が、乱暴にヘンリエッタの内壁を擦った。彼とくちづけをしていたときから、その場所はせつなくなっていて、易々と指を迎え入れてしまった。

「う、うぅっ……もう、いいの……どうなっても、知らない」

　ヘンリエッタはリュカの肩にしがみついて、自ら剛直をあてがい、それを飲み込んでいく。

　最初から濡れていたとはいえ、やはり太い杭を埋め込むと息ができないほど苦しい。

　純潔を失ったときと同じくらいの異物感に耐えきれず、半分ほど飲み込んだところで、脚を震わせながらそれ以上進めなくなってしまう。

　するとリュカが下から強く突き上げて、繋がりを深くした。そうされるたびに脚から力が抜けていき、最後は自重で根もとまで深く受け入れてしまった。

「あぁ――っ。……ふっ、はぁっ、苦し――」

　しっ、とリュカが彼女の耳もとで嬌声を咎めた。

　彼女が現実を忘れそうになると、こうやって引き戻し、今がどういう状況にあるのかを思い出させる。

「……無理、口……塞いで、んっ、お願い」

　彼の昂りを鎮めるために、ヘンリエッタが動いて、導かなければならない。けれど慣れない動きと場所のせいでいつも以上に息があがり、呼吸困難になりそうなほどだ。

「嫌だ。さっきまで私のものを咥えていたから気持ちが悪い」

「……意地悪、しないでっ」

　せめてくちづけで塞いでもらえれば、声を出さなくて済むのに、それすら許されない。

　今の彼ならば、女官や護衛に交わりを見られたとしても、開き直ってわざと見せつけそうな予感がして、恐ろしかった。

「ふっ、ふぅ……はぁ、ん。意地悪なリュカは、嫌い……。優しいのが好き……っ！」

　それはヘンリエッタのささやかな抗議だった。

「そう？　君の身体は、これが好きで好きでたまらないって言っているようだが」

「あぁっ！」

　リュカの声が一段階低くなる。

　さらに機嫌を損ねたのだとヘンリエッタにはすぐにわかった。そして彼は罰を与えるように、下から激しく突き上げをはじめた。

「反対側を向いてみたらどうだろう？　ドレスの裾を捲って、このはしたない場所が皆によく見えるように……ふっ」

　ヘンリエッタは嫌だ、嫌だ、とかぶりを振る。東屋の外に広がる景色を見たくなくて、より強い力で彼にしがみついた。

「ほら、よく確認してみるといい。……もしかしたら、城の者が君の痴態をこっそり見ているかもしれない」

「……んっ！」

　瞳を閉じても存在しない他人の視線を感じ、そのたびに内壁がうねった。

「そんなに必死に腰を動かして……っ。睦み合いが大好きな君が……、私を襲ったと言えば、皆信じるのではないか？」

　腰を動かすのは、早く終わらせるためだ。彼女が気持ちよくなりたいのではなく、彼を絶頂へ導くために仕方なくしている。

　こうしろと命じたのはリュカなのに、誰かに見つかれば、ヘンリエッタだけが屋外で痴態を晒すふしだらな人間だと思われてしまうのだろうか。

「……いゃぁ！　そん……なっ、……や……」

　ヘンリエッタは優しくて、素直で、可愛らしいリュカが好きだった。

　今の彼は、積極的に腰を使って高みに昇ろうとしているヘンリエッタの痴態を、冷めたまなざしで観察しているのだろう。そんな彼は嫌いなはず。だから、優しく抱いてほしくて胸が痛む。

　けれど、その痛みは楔となってヘンリエッタの心に突き刺さり、すべて支配しようと浸食してくる。

「あぁっ、リュカ……私っ、ぃっ……達っちゃう……」

　下から激しく突き上げられると、すぐに瞼の裏がチカチカと光り、限界が見えはじめた。

　リュカがヘンリエッタの胸もとをまさぐり、ストマッカーの留め具が弾け飛んでも、彼女はもう抵抗すらできない。

　不埒な手がドレスをずらして、無理矢理片方の膨らみを揉みしだき、口に含んで甘噛みをした。

「あ、ぁっ……も、もう……だめぇぇ」

　本当はずっとそちらにも触れてほしかったのだ。いつものように何ヶ所も同時に愛されて、最高の快楽を得たかったのだと思い知らされる。

　ヘンリエッタの中にはもう慎みという言葉は残っていない。

「リュカ……、好き……好きなの」

　ひどく呼吸が乱れ、視界から色が褪せていく。朦朧となったヘンリエッタは、無意識に彼への思いを口にした。

　ヘンリエッタは優しいリュカが好きだ。だったら、目の前で満足そうにほほえむ、恐ろしく歪んだ彼をどう思っているのか。リュカのどこが好きなのか、どちらの彼が好きなのかわからないまま、昇り詰めていった。

　つい先ほどまであったリュカの余裕も失われていた。彼も同じように狂おしいほどの快楽を得ている――それで心が満たされて、やがて頂にたどり着く。

「……あぁ！」

　さらに数回の突き上げのあと、リュカが低く呻いて、ヘンリエッタの奥に精を放った。それで安心したのか、途端に身体が思いどおりに動かなくなり、彼女は意識を失った。
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　彼女が目を覚ましたのは、私室の寝台の上だった。

　気を失う直前までなにをしていたのかを思い出し、青ざめる。状況を確認するとドレスやコルセットは脱がされて、肌着の上から毛布をかけられて眠っていたのだとわかる。

（……詰んだ……もう終わった。人として、終わったわ……）

　コルセットをして身体を圧迫している状態で激しく動けば、こうなるのは当然だった。

　直後に意識を失わなければ、どうにか身なりを整えて誤魔化せた可能性があった。リュカ一人でドレスの乱れを直せたはずもなく、実際に服を着ていないのがなによりの根拠となる。

　女官の誰か――少なくとも、ヘンリエッタ付きの侍女には先ほどの行為を知られたはずだ。

　国王夫妻が昼間から、人目もはばからず睦み合っていた。きっと立場上、誰も二人を咎めることなどできないのだろう。

　他者が指摘できないからこそ、跡形もなく消えてしまいたいほど恥ずかしいのだ。きっとこの話は、おしゃべりな女官たちによって、あっという間に広がるはずだ。

「まぁ！　お目覚めですか？」

　頭から毛布をかぶり現実逃避をしていると、さっそくジョハンナがやって来た。

　ヘンリエッタはもう顔も合わせられなくて、毛布の中で震えていた。

「まったく仕方のない王妃様ですこと。国王陛下にご負担ばかりかけてはいけませんよ？」

　どちらかといえば、リュカがヘンリエッタに無理を強いたはずだ。

　彼が行為中に言っていたように、昼間から欲情した彼女が、あの場所での交わりを求めたという話になってしまったのだろうか。

「コルセットを締めすぎたとお感じになったら、私どもにお申しつけくださいね？　お菓子の食べ過ぎで気絶だなんて……」

「え……？」

　ヘンリエッタは毛布を取り払い、ジョハンナの様子をうかがった。コルセット、そしてお菓子――彼女の言葉を理解するまで、しばしの時間が必要だった。

「今日は陛下と一緒のご公務があるとのことで、気合いが入りすぎたのかも知れませんね」

　そう言いながら、ジョハンナは状況がよく掴めていないヘンリエッタに、リュカから聞いたという倒れた経緯を説明してくれる。

　二人でお茶の時間を楽しんでいたところ、お菓子の食べ過ぎでコルセットがきつくなり、ヘンリエッタが倒れた。

　侍女が来るまでのあいだ、リュカはどうにか苦痛を取り除こうと、締めつけを緩めてやろうとした。そしてまた、ドレスの構造がわからないリュカの〝うっかり〟により、あられもない姿になってしまった、というものだ。

　自己管理がなっていないという点で淑女にとって恥ずかしいことだが、たしかに身体の締めつけすぎで気絶というのは稀にある。

　ほっとした気持ち半分、リュカに対してのあきれが半分で、ヘンリエッタは脱力し、だらしなく寝台に寝そべった。

「リュカ……」

　婚姻を結んで以降、彼には散々な目に遭わされている。けれど嫌いではなく、だんだんと彼が心に棲みついて、占める割合を広げているのを感じていた。

















第四章　あなたに近づく、その方法












　それぞれ誕生日がすぎ、ヘンリエッタが十一歳、リュカが九歳になった頃。






　ヘンリエッタは建物の二階ほどの高さの木から、リュカに向かって手を振った。

「ほら！　男の子なら、これくらいできなくてはだめよ？」

「無理ですよ。ヘンリエッタだって危ないから降りてください！」

「大丈夫よ」

　彼女にとっては朝飯前だった。ここは彼女のお気に入りの場所で、たしなめられても月に一度は登っている。

「もし大丈夫じゃなくても、きっと王妃様に怒られます」

　もっともな意見だが、年下の優等生的な発言は素直に聞けないものである。ヘンリエッタはムッ、として座っていた太い枝から身を乗り出した。

「リュカが告げ口しなければ、平気だもの。木登りもできない弱虫だから、お兄様に負けてしまうんだわ」

　つい先ほどまで、リュカはトアイードの第二、第三王子と一緒に剣術の稽古をしていた。そして三つ年上の第二王子に、鍛錬だと称して一方的に痛めつけられていたのだ。

　だから彼女はリュカを鍛え、一刻も早く次兄に負けない男にしようと息巻いていた。

「……わ、わかりました。待っていてください！　僕だって、木登りくらいできます。弱虫なんかじゃないんです」

　彼は腕まくりをして、太い幹にしがみつき、必死に登ってくる。途中で下を見てしまい一瞬だけ怯むが、すぐに上を目指す。

　やっとのことで、ヘンリエッタのいる太い枝の高さまでたどり着く。しかし、幹から枝へ移ろうとしたとき、木を掴んでいた手がずるりと滑った。

　そこからは一瞬の出来事で、気がつけば地面に倒れてうずくまるリュカの姿がそこにあった。

「だ、誰か！　誰か来て！」

　そう叫びながら、ヘンリエッタはすぐに木から下りて、リュカのそばに駆け寄った。

　彼は肘のあたりを押さえて、小さく震えていた。

「二人ともどうしたんだ？」

　叫び声に気がついて駆けつけてきたのは、王太子ウォーレスだった。

「リュカが木から落ちてしまったんです！　私が、私が誘ったから……リュカが……」

　ウォーレスはすぐにリュカの押さえている腕を確認してから、一度立ち上がる。

「たぶん骨が折れている。すぐに大人と医者を呼んでくるから、それまで動かすなよ」

　普段だったら、ヘンリエッタがなにかすればその場でたしなめる長兄がなにも言わない。愚かな妹を叱る暇もないほど、重大な事態ということだった。

　それで余計に不安になった彼女は、大粒の涙をポロポロとこぼしながら、リュカのそばにしゃがみ込んだ。

「ご、ごめんね……。ごめんなさいっ。私のせいなの。私が弱虫だなんて言ったから」

「……ヘンリエ……ッタ。僕は、大丈夫」

　怪我をしていないほうの手が、宙をさまよう。ヘンリエッタはその手を取って、両手で包み込んだ。

「うぅっ、ごめ、ごめんね……」

「あぁ……僕、ずっと……を……かった……」

　リュカはなぜか笑っていた。きっと泣いているヘンリエッタをなぐさめるために、無理をしているのだ。

　その優しさはとても温かいのに苦しくて、ヘンリエッタの涙はますます止まらなくなってしまった。
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　本格的な小麦の収穫時期を迎えると、リュカは朝から晩まで対応に追われるようになっていた。忙しいながらも、彼は新妻と過ごす時間を疎かにはしなかった。

　頻繁に「頑張っているご褒美」と称して激しく求められ、ヘンリエッタが困惑する日々は続いていた。

　あまりにも執務が終わるのが遅くなる場合、ヘンリエッタは先に眠ることにしている。

　彼女としては待っていたいのだが、リュカがそうされると執務に集中できないというのだ。

　帰りが遅くなる場合、彼はいつの間にか隣で寝ている。そしてヘンリエッタより早く目を覚まし、静かに身支度を整えて部屋を出て行く。

「ヘンリエッタ」

　まどろみの中で、リュカの声が頭の中に響く。

　彼の声は男性にしては高めで、すっと心地よく耳に入ってくる。

　たしか昨晩、彼女は先に眠って、深夜になってから隣にリュカの気配を感じるようになった。普段なら、妻に気づかれないように出て行く彼だが、今日はめずらしく声をかけてきた。

　忙しい夫より早く寝て、遅く起きるのはどうかと思っている彼女だから、起こしてもらったほうがありがたい。

　ヘンリエッタは寝ぼけて、挨拶の代わりに声のするほうに手を伸ばし、ギュッと彼に抱きついた。

　温かく、少し硬く、このまま二度寝してしまいたいくらい心地よい。

　朝の鍛錬などしないで、今日くらいはこうやって新婚気分でいてもいいのではないか、と誘う気持ちも多少はあった。

「……ひゃっ！」

　彼がヘンリエッタの首筋に顔を埋めて、急に吸いついた。たったそれだけで、彼女の身体はびくりと反応し、一気に覚醒していく。

「おはよう」

「……おはよう。もう！　変な起こし方はしないで……」

　顔はヘンリエッタの首筋に埋めたまま、不埒な指が胸に伸びてくる。

「今日は、アシャール公夫人の茶会だろう？」

　ヘンリエッタは頷いた。リュカに国王としての職務があるように、ヘンリエッタにも王妃としてやるべき課題がある。

「……でも、リュカたちが必死に働いているときに、私は……」

　この時期に、楽しくお茶を飲みながら女性同士のおしゃべりを楽しむというのは、なんだか気が引けるヘンリエッタだ。

「トアイードから嫁いだ君が、国内の有力者と親しくなるのは重要な王妃の職務だ。自粛は無意味どころか、害があると説明したはず」

　リュカやアシャール公、モンブリー地方の領主と高官などが連携して対策を行っているおかげで、国家としてのサルグレットそのものは平穏だ。

　貴族たちは、例年どおりに社交を行い、都にも活気がある。

　政治に明るくないヘンリエッタはつい「国の中枢にいる者たちが苦労している時期に遊ぶな」と考えてしまうが、そうではなかった。不必要な自粛は、すべての金の巡りを悪くするのだ。

　国政について真面目に考えたいヘンリエッタだが、リュカがそれを阻んでいる。耳もとに息を吹きかけながら囁かれ、胸へのいたずらも続けられていた。

「どうしたの？　朝なのに……っ、それに、なんだかいつもと違、ん」

　こういう行為をする場合、リュカは普段隠している獣の部分をヘンリエッタに見せつけ、支配しようとする。

　ところが、今日は多少強引であるものの、手つきも顔も穏やかだった。それが妙にこそばゆく、彼女はつい身をよじって反応してしまう。

「……君はどちらが好きなんだろうか？」

　それを聞かれると、ヘンリエッタは戸惑ってしまう。優しいリュカが好きなのは間違いがないのだが、彼の黒い部分も嫌いにはなれないからだ。

　むしろ、心に深く食い込んで、思考のすべてを奪うのは、そちらのリュカのほうだった。

　ただ、それを認めると彼女自身がリュカ以上の変態になってしまう気がして、つい否定したくなる。

「リュカは……一人しかいないもの」

　彼女の答えは正解だったようだ。彼が手を止めて、顔を上げ、まなじりを下げた。ずっと見ていたい、高名な画家でも描き残せないくらい優しい顔をしていた。

「本当にどうしたの？」

　昼間のリュカが優しいのはいつものことだ。それでもどこかがおかしかった。ヘンリエッタは彼の微妙な変化の正体を探ろうとした。

「君は鈍感なようでいて、私が欲している言葉をくれる人だ。昔も、今も。……今日は特別忙しくなりそうだから、これ以上は自重する。ヘンリエッタは楽しんでおいで」

　リュカは一人しかいないのだという言葉は、彼がほしかった言葉という意味だろうか。答え合わせをしたくて、ヘンリエッタは夫の様子をうかがった。

　するとめずらしく、彼のほうから視線を逸す。それから立ち上がり、部屋を出て行こうとした。

「待って」

　ヘンリエッタは急いで身を起こし、彼の腕をギュッと掴んだ。

　リュカの思考は複雑で、ヘンリエッタには理解できない。わかるのは、彼がいろいろなものを抱え込んで、ままならない状況でも最善を尽くそうとしていることだけだ。

「いってらっしゃい」

　すべてを理解できないままでも、少しでも彼の支えになれるのなら、ヘンリエッタはそれだけでいいと思っていた。

　だから、彼女のほうから頬にくちづけをして、多忙な夫を送り出した。
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　アシャール公の屋敷は、城からほど近い場所にある。二代前の王の子として生まれ、現在も宰相として政治の中枢にある人物が住む場所は、都の中にあるというのに広く、そして豪華だった。

　とくにマレリーヌが好きで集めているという美術品の数々には、目を見張るものがある。それらが飾られた廊下は、美術館のようだった。

　ヘンリエッタはジョハンナを伴って夫人のコレクションを堪能しながら、茶会の会場へと進んだ。

　部屋には貴族の夫人が数名、さらにその娘と思われる少女たちがいて、ヘンリエッタを好意的に迎え入れてくれた。

　茶会は簡単な自己紹介からはじまって、すぐに歓談の時間となった。

「王妃様がお召しになっているのは、トアイードのドレスですか？」

「ええ、そうです」

　ヘンリエッタが身にまとうデイ・ドレスは、深い青に白いレースがあしらわれたもので、トアイードからの持参品だ。

　日中は汗ばむ陽気で、濃い色よりも淡い色が好まれる時期だが、彼女はあえて深い色合いを身にまとう。容姿や髪の色のせいで、可愛らしいものが似合わないからだ。

　時々思いついたように可憐なドレスをまとって、鏡の前で後悔した経験が何度もある。

　その一方で、可愛らしいフリルやふわふわのドレスそのものは好きだった。だから、似合わない代わりに、小さなリュカに着せていたのだ。

　思慮深さが足りない彼女だが、今となっては思い出すだけで冷や汗が出る、封印したい記憶だった。

　リュカ自身が許してくれているようだから、大きな問題にならなかった。しかし、現在の国力を考えると、国を巻き込む仕返しをされても文句は言えない。

　そうなれば「傾国のばか王女」となっていたかもしれないのだ。

「レースが見事ですね」

　一見、装飾が少ないように見えるが、涼しげな袖口には緻密なレースが使われている。ファッションの話題が大好きな令嬢たちは抜け目ない。

「トアイードの女性たちは細やかなレースが好きでした。皆様も？」

「ええ！　もちろんです」

「サルグレットではどんなものが流行っているのですか？　こちらに来てからは陛下と侍女に任せきりで……。いくつか仕立てていただいたのですが、まだ仕上がっていないのです」

　やはり国が違うとドレスの流行も違う。令嬢たちがヘンリエッタの服装に興味を持つのと同様、彼女としてもサルグレットで好まれるものを知っておきたい。

　ヘンリエッタはこの茶会をきっかけに、まずは令嬢たち、それからその母親とも親しくなりたいと考えていた。

　けれどリュカのように、他者からどう見られているのかを計算し、己を律することなどできそうもない。ヘンリエッタにできることは、ボロが出ない範囲で相手に好感を持ってもらえるように振る舞うことだけだ。

　だから、ヘンリエッタが興味を持っている話題を、令嬢たちのほうから振ってくれたのは幸いだった。

「そうでしたか。今年の夏は、袖が短くてボリュームのあるパフが流行っていますの」

「今さら夏のお召し物を考えるよりも、秋を先取りするほうが懸命ですわ」

　令嬢たちが、瞳をキラキラさせながら力説してくる。

「秋か冬でしたら、トアイード風を取り入れるのもいいですね」

　それは王妃自らが流行を牽引したらどうだろうか、という提案だった。

（なるほど……。どうしたら牽引者になれるのかさっぱりわからないけれど、リュカに聞いたらなんとかなるかもしれない）

　意図的になにかを流行らせるというのは、政治的にもよくある。

　令嬢たちの反応をうかがうと、隣国だとしても異国の品物は多少なりともめずらしく感じるものらしい。

　それを手がかりにして、王妃が人心を掌握するというのは、良案だった。

　ただの女性同士のおしゃべりから重要なヒントを得たのがきっかけとなり、ヘンリエッタは純粋に茶会を楽しむことができた。これはきっと、失敗ではないはずだ。

「ところで国王陛下の初恋が王妃様でいらっしゃる……というのは本当ですか？」

　急に話題が変わり、ヘンリエッタはドキリとした。

「え、ええっと。陛下はそうおっしゃってくださいました」

　ドレスや宝石と並んで、女性が好きな話題といえば、恋愛だった。

　リュカは初恋の相手を王妃に望んだと公言している。国王が大切にしている妃だというのも、隣国からやって来た彼女を、皆が好意的に受け入れている理由の一つになっているはずだ。

「素敵！　十年越しの成就なのですね」

「そうなりますね。……幼い頃の陛下しか存じ上げませんので不安もありましたが、変わらず優しくしてくださいますので、今は新しい暮らしへの期待のほうが大きいです」

「陛下は昔からお優しかったのですね！」

「はい……。お優しい方だとは思いますが、意外と――」

　そこまで言ってしまってから、ヘンリエッタは言葉を詰まらせた。

　動揺して、つい本音を言いそうになってしまったのだ。「意外と腹黒い」などと言って、リュカが十年積み重ねて築いた国王への印象を壊してはいけない。

「意外と？　なんでしょうか？」

　令嬢たちは興味津々である。ヘンリエッタは冷静さを欠いた頭で必死に考えた。

　普段のリュカの印象からすると、意外性があって、評判を落とさない言葉を探す。

「お優しいようでいて、……そ、その情熱的なところがございます」

　ヘンリエッタは基本的に嘘が苦手だった。だから、とっさに出た言葉は真実だ。

　どうせその場限りの誤魔化しなのだから、わざわざ自身が窮地になる発言など言わなければいいのに、不器用だ。

　もちろんそのあと、令嬢たちからどんなふうに情熱的なのか教えてほしいとせがまれて、ヘンリエッタは顔を真っ赤にするのだった。






　にぎやかな茶会の時間はあっという間に終わる。

　ヘンリエッタは、客人が帰っていくのをマレリーヌやジョハンナと一緒に見送った。

　最後まで残ったのは、今日の対応がこれでよかったのかを、マレリーヌに確認するためだ。ところが――。

「王妃様には、まだここに留まっていただきます。……少なくとも明日までは」

「……どういう意味ですか？　そのようなお約束はしておりません。第一、国王陛下の許可もいただいておりません」

　ヘンリエッタも一応王妃である。政治に関わらないとしても、それなりに忙しい。外泊などもってのほかだ。

　それに、アシャール公の屋敷は城から大して離れていない距離にあり、嵐でも来ない限りどんなに遅くなっても城に戻れるはず。

　ヘンリエッタは嫌な予感がして、真意を見極めようとマレリーヌの顔をまっすぐに見据えた。

　それまでよき指導役だったはずの彼女の表情は、どこか冷たかった。

「陛下の許可などもう必要なくなるのです。……本日、私の夫は、陛下に退位を進言しますから」

　先ほどまで二人は、王妃と有力者の夫人としての関係を築こうとしていた。それがなんの予兆もなく崩れ去っていく。

「ありえません！　陛下はお若いですが、すばらしい国王であらせられます。マレリーヌ様もご存じのはず」

　間近で支えてきたのはアシャール公夫妻だ。彼らが国王としてのリュカの能力を知らないはずがない。

　若い王が国難に立ち向かうのは無理だという理由から、リュカに退位を勧める声があったのはヘンリエッタも知っていた。それでも、リュカは万全の対策をとっていたし、アシャール公は昨日までそれを支えていたのに。

「裏でいくら宰相に任せきりの無能だと触れ回っても、真実を見抜く者はいるでしょう？　陛下がよき国王であらせられるからこそ、今しかないのです。宰相の考えた政策に頷くだけの頼りない傀儡だと、多くの者が勘違いしている……今でなければ」

　アシャール公はリュカを支える姿勢を見せつつ、裏では貶めていたのだという告白だった。

　リュカが立派に成長し、妃を迎えた。だんだんと彼自身の能力を正しく理解し、国王としての才覚を評価する者が増えていく。

　そうすれば、アシャール公が次の国王となる機会が失われる。

「今になって譲位を求めるくらいなら、十年前にそうされればよかったのではないのですか？　なぜ……」

　十年前、あまりにも若すぎるリュカよりも、アシャール公を次の国王にするべきという意見は多かった。そのときにリュカを支える決断をして、なぜ今になって玉座に座る気になったのか。

　ヘンリエッタにはそこが理解できなかった。

「貧しい国でしたからね。……あの当時二人が争えば、国の結束は揺るぎ、瓦解していたでしょう。荒れた国の王位など誰も欲しません。たしかに、昨今の繁栄は陛下の発案による改革の賜たまものでしょう。ですが、夫の功はそれ以上のもののはず！」

　国が貧しいうち、二人は互いの立場を尊重し合い、協力して一つの目標に向かってひたすら歩んでいた。

　リュカが改革を行っても、アシャール公の功績だと思われてしまう。けれど一方で、リュカは王として命じただけであって、実務を取り仕切っていたのはやはりアシャール公だった。

　リュカとアシャール公。そのどちらかが欠けていたら、サルグレットの発展はなかった。

「そう……ですか。ですが、よろしいのですか？　私に真実を話してしまって。口封じでもなさるおつもりですか？」

「いいえ、トアイードを敵にまわす策はとりません。譲位が成れば、あなた様がどんな証言をされようがかまいません。……国王が宰相から退位を迫られたとトアイード国王に訴えて、それで事態が変わるとでもお考えですか？」

　もしヘンリエッタやリュカがこの譲位は不当だと言っても、すでに廃された前国王夫妻の言葉など黙殺される。

　周囲の者は「セルジュ八世が自らの意志で叔父に王位を譲った」という建前を貫くのだろう。

　譲位の手続きが済んでしまえば、国内でいくら声を荒らげても無駄だ。そして彼女の祖国であるトアイードでもきっと大差ないはず。

　もし、トアイードがアシャール公が治める新たなサルグレットと戦をして、リュカを再び担ぎ上げる気があれば、ヘンリエッタの証言は重要だ。

　けれど現在のトアイードは周辺国との争いを望んでいない。おそらくヘンリエッタがリュカの正当性を主張した場合、トアイード国王や王太子ウォーレスは愚かな王女の行動をたしなめるだろう。祖国に戦乱をもたらす言葉は慎め――と。

「陛下は……リュカは、どうなるのでしょうか？」

「夫にとっても可愛い甥であることに変わりはないのです。どこか静かな屋敷を用意したいと考えているようです。もちろん、陛下が従ってくだされば……」

「そうですか。まるで譲位が決まっているかのようにおっしゃいますが、城の警備はそこまで甘くはないはずです。少なくとも陛下の近くにある者たちは、職務に忠実です」

　口さがない者の言葉を耳にしたときの、護衛たちの表情は偽りではなかったはずだ。

　アシャール公がリュカの味方だと疑いもしなかった彼女には、きっと人の本質を見抜く力などないのだろう。それでも、国王としてのリュカを正しく理解している者は、近くにいるのだと信じたかった。

「ヘンリエッタ様は城内の警備責任者の名をご存じでしょうか？」

　呼称が〝王妃様〟ではなくなったのは、勝利宣言のつもりだろう。

「ベルジュロン将軍……まさか！」

　マレリーヌが将軍について言及したのは、すでに彼がアシャール公を支持しているという意味だろうか。将軍の態度や以前立ち聞きした会話から、そうだとしても不思議ではなかった。

　城を守る兵も――もしかしたら国王を守る護衛も、皆ベルジュロン将軍の指示でリュカを裏切るのだろうか。

　夫人は悠然とほほえみ、ヘンリエッタの予想が当たっているのだと教える。

　ヘンリエッタの中で、怒りがふつふつと沸き起こる。けれど、我を忘れても、事態が好転しないのだとわかっていた。

（リュカ……リュカならどうする？）

　冷静に、冷静に、と彼女は心の中で何度も唱えた。

　マレリーヌがここにヘンリエッタを留め置く理由は、ヘンリエッタが城に戻り、争いに巻き込まれたらトアイードとの関係に亀裂が生じるから。

　つまり、まだアシャール公の企ては成功していないということだ。ここでヘンリエッタが囚われては事態は好転しない。相手を油断させるために、どうしたらいいのか、彼女は懸命に考えた。

「将軍が……そうですか。……でしたら、私も今後の身の処し方を考えねばなりませんね。私は、まず第一にトアイードの王女ですから」

　彼女はサルグレットの王妃である前に、トアイードの王女である。この発言には彼女のうしろで真っ青な顔をして立ち尽くしていたジョハンナも驚いていた。

　リュカの退位は揺るぎないものだと認める姿勢を見せたからだ。

「どうか、リュカの命をお助けください。……そうしていただけたなら、今後も両国がよい関係であり続けるために、最善を尽くします」

　ヘンリエッタはリュカへの気持ちが変わらないことを示しつつ、同時に保身を図るしたたかな女を演じる。

　リュカが無事ならば、アシャール公が国王となって以降もトアイードとの友好のために尽力する。きっと、夫人はそういう意味に捉えたはずだ。

　もちろん、〝今後〟がアシャール公の治めるサルグレットだとは言っていない。これは、アシャール公の邪魔をする気はないのだと見せかけるための演技だった。

「屋敷から使いを出して、ヘンリエッタ様のご希望が叶うように、夫に伝えましょう」

「ありがとうございます。……少し、考えを整理する時間をくださいませんか？　あまりにも急すぎたので休みたいの」

　ヘンリエッタは額に手をあてて、わざとよろめいて見せた。

「それがいいでしょう。お部屋を用意いたしますから」

　夫人はヘンリエッタの肩に優しく手を置いて、別室へ案内した。

　彼女に与えられた部屋は、屋敷の二階にある客間だった。窓に内鍵はあるものの、鉄格子などはされていない普通の部屋だ。

（二階か……。でも、マレリーヌ様は私がなにかするとは思っていないのでしょうね？）

　最悪の状況は、逃走の可能性があると思われて、閉じ込められることだった。

　窓の外からは都で一際大きな建物――サルグレット城がはっきりと見える。

　ショックで体調が悪くなったふりをすれば、すぐにジョハンナと二人きりにしてくれた。扉の外に見張りがいる可能性は高いが、基本的に彼らはヘンリエッタという人間の行動力や諦めの悪さを見誤っている。だから、まだできることはあるはずだ。

　マレリーヌや使用人たちが出て行く様子を見届けたあと、ヘンリエッタは演技をやめ、まずは外の様子を確認した。

「ここからではなにもわからないけれど、混乱は起きていないようね？」

　城内にいる者すべてがリュカの敵になったはずもない。だとしたら、小規模でも混乱は起こるはず。日中は様々な立場の者が出入りするのだから、混乱を避けるには遅い時間に動くのだろうか。

　まだアシャール公が動いていなければいいという、ヘンリエッタの希望的観測かもしれないが、とにかく時間がない。

「ヘンリエッタ様、どうされるのですか。本当に譲位をお認めになるのですか？」

「もちろん違うわ！　私はすでにサルグレットの人間です。……リュカの妻として、王妃として成すべきことがあるのだから、行かなくては」

　ヘンリエッタはどうにかして逃げだし、リュカを助けに行かなければならない。幸いにして、敵は油断し、監視はゆるい。

「どこへ行くというのですか？」

「リュカのところよ。……ごめんなさい。ジョハンナはここに残って私の不在を隠してくれる？　トアイード出身のあなたに危害を加える者はいないと信じたいところだけれど、保証はできないの。……本当に、ごめんなさい」

　ジョハンナにはここに留まってもらい、主人が疲れて眠っているのだと偽装してもらう必要がある。

　アシャール公から保護するべき存在と認識されているのはヘンリエッタだけで、ジョハンナまで絶対に安全だという確約はないのだ。

「私も王妃様に仕える者です！　覚悟はできております。……ですが、いくらなんでも無謀ではありませんか？　第一、外には監視がいるでしょう？」

　ヘンリエッタは大きく首を横に振ってから、城を望む窓に近づいた。

「……リュカは、――木から落ちても――二階の高さから落ちても骨折だけで済んだわ。そして事故と、自らの意志で落ちるのとでは衝撃が違う！」

　もちろん、体重が重いほうが危険であると彼女も知っていた。できない要素を並べると足が震えてしまうから、わざと考えないようにした。

「飛び降りるのですか？　危のうございます！　それに、城に行ってどうされるのですか？」

「アシャール公や将軍の裏切りをリュカに伝えるの。味方は必ずいるはずだから」

「間に合うのでしょうか？」

「わからないけれど、このままじっとしていたら、絶対に後悔するわ！　私はリュカのところへ帰ります。王妃として、どんな結果になっても隣にいるつもりよ」

　今から向かっても、すべてが終わったあとかもしれない。それでも彼女はまだ間に合うという可能性がある限り、諦めるつもりはなかった。

「ヘンリエッタ様……なんてご立派になられて……」

　仕えてくれている侍女に危険な役割を押しつけてしまうのを申し訳なく感じながら、彼女は窓に手をかけた。

「では、行ってくるわ」

　窓の外に誰もいないことを確認してから、靴を脱ぎ捨てて、身を乗り出した。

　景色を眺めるだけならば、なんてことのない高さだ。けれど、飛び降りるには勇気がいる。

（バルコニーがあれば、柱から降りられたかもしれないのに！）

　そう思いながら、一刻も早く彼のもとへ行かなくてはという焦りが、彼女を突き動かす。

　着地点を見定めながら、ヘンリエッタはためらわずに宙に飛び出した。

「……っ！　痛ぃ」

　成人女性が、ドレスを着たまま建物の二階から飛び降りるのは少々無理があった。着地したときに足首をひねり、激痛が走る。

　彼女は大きな木の陰に身を隠して、ふぅ、と何度も息を吐き、心を落ち着かせた。

「大丈夫……折れていない。あのとき、リュカはもっと痛かったはず……」

　どうしても城に戻らなければという信念は痛みを和らげる。ヘンリエッタは私兵に見つからないように注意しながら、アシャール公の屋敷から城へ向かって走り出した。
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　高貴な身分の女性が、護衛もなしにふらふらと出歩くのは、とても不自然だった。馬車ならばすぐにたどり着ける距離にある城だが、道を選び、身を隠しながら進むと永遠にたどり着けないと錯覚するほど遠い。

　ヘンリエッタが細い路地を進んでいると、突然、通りのほうが騒がしくなった。

　カツカツと複数の人間の足音、それから馬の嘶いななきも聞こえた。

「兵……それも、城のほうから……？」

　彼女はとっさに物陰に潜んで、そっと通りのほうを覗き込む。するとしばらくしてサルグレットの兵が城のある方向からやって来て、通り過ぎる姿が見えた。

　兵を動かすほどの事態が、すでに発生している。だとすると、ヘンリエッタは間に合わなかったのだ。

　ベルジュロン将軍がアシャール公に与しているのならば、城勤めの兵はヘンリエッタの敵である。

「……そこに隠れているのは誰だ！」

　兵の一人が、暗がりにいるヘンリエッタの姿を捉えた。

　腰に携えていた剣の柄に手をかけて、いつでも抜ける体勢をとり、徐々に近づいてくる。ドレスを着たままの女性が、兵から逃げるのは難しい。逃げるとしても、相手を油断させてからだ。

「ぶ、無礼者。……まさか私の名を知らぬとでも言うのですか！」

　トアイードとの友好関係を壊さないために、ヘンリエッタを傷つける者はいない。彼女はそれを信じ、明るい場所まで歩み出た。

　よく目立つ赤い髪、それから青い瞳。遠くからでもヘンリエッタを見たことがあるのなら、名乗らずともわかるはずだ。

「……王妃様？　どうしてこちらに」

「あら？　国王陛下のところへ参るだけですわ。……そこをどきなさい」

「お通しいたしかねます。王妃様は私どもがお守りいたしますので、しばらく安全な場所で保護させていただきます」

　それは保護ではなく、監禁だ。

　ヘンリエッタは捕らえようとした兵の手を払いのけ、隙をついて走り出した。

　もう間に合わなかったのだと認めざるを得ないが、それなら尚更リュカと一緒にいたかった。

　もし彼の味方が一人もいないというのなら、無力でも隣にいることそのものに意味があるのだ。

　けれど長い裾で走ることなど最初から無謀だったのだ。すぐに足がもつれ無様に地面に転がった。

「……うぅっ、リュカ！」

　城の城門が見える位置まで来たのに、ヘンリエッタがあがいても彼まで届かない。痛みと、悔しさで、ヘンリエッタは嗚咽を漏らす。

「まったく。……一国の王妃ともあろう御方が、そのように泥にまみれてみっともない」

　突然低い声がした。

　彼女がゆるゆると身を起こすと、分厚い壁のような大男が無様に倒れているヘンリエッタを見下ろしていた。

「ベルジュロン将軍……！」

　彼女はリュカを裏切った者をにらみつけた。

「大人しくしておればいいものを。勇敢さと無謀をはき違えておられるのか？」

「黙りなさい！」

　将軍はヘンリエッタの虚勢を鼻で笑う。

「……よろしい。それでは私が陛下のところまでお連れいたしましょう。もうあらかた片づいておりますから、問題ないでしょう」

「片づいた……？　リュカは――えっ？」

　突然、ヘンリエッタの身体が宙に浮く。将軍がヘンリエッタを捕らえ、抱き上げたのだ。

「……離しなさい！　この無礼者」

「大人しくされよ。悪いようにはしない」

　彼女がいくら暴れても、丸太のような太い腕からは逃れられない。荷物のように脇に抱えられたまま、たどり着いたのは謁見の間だった。

「陛下はここにおられる」

　扉の向こうには、自由を奪われたリュカと、勝利に酔いしれるアシャール公がいるのだろうか。そんな想像をして、ヘンリエッタはギュッと目を閉じた。

　ギーッ、という音とともに、大きな扉が開かれた。

「……将軍、あまり王妃に触れないでもらえるだろうか？　それは私のものだ」

　まだ将軍に抱きかかえられたまま、ヘンリエッタは声のしたほうを見る。

　部屋の中央には、多くの兵がいて、膝をついている状態で縛られた人物を取り囲んでいる。捕らえられているその男は、リュカではなかった。

　そして数段上がったところにある玉座には、不機嫌そうな顔で頬杖をつく青年がいた。

　玉座に座っているのがリュカで、捕らえられているのがアシャール公。ヘンリエッタの想像とは真逆の現実に、頭の理解が追いつかない。

　そうしているうちに、将軍がゆっくりとヘンリエッタを下ろした。

「……リュカ。ど、どうして……？　アシャール公が……」

「宰相は、反逆罪で捕らえた。……だから言っただろう？　私と宰相が同じ目的に向かって歩み続ける限り、誰の指示かなど些細なことだ、と。道を違えたら、破綻する関係だったんだ。私たちは」

「知っていたの？」

　リュカはニヤリと口の端をつり上げた。他者を小馬鹿にするような態度は、公の場では決して見せなかったはずなのに。

「宰相……、いいや叔父上。十年前ならあなたに王位を譲っていた。実際、私には国を動かす力がなかったのだから。だが、私にもほしいものや守りたいものがあるんだ。……あなたが譲った玉座が惜しくなったように、私も変わった」

「……陛下っ！」

「あなたが裏で私を陥れようと画策して、支持者を集めていたのは知っていた。だが将軍を組み入れようとしたのは愚策だったな……」

　ベルジュロン将軍は、リュカの剣術の師であり、城の警備責任者でもある。将軍がリュカを裏切っていたら、計画は間違いなく成功していたはずだ。けれど、そうはならなかった。

　状況から考えて、将軍はアシャール公を支持したように見せかけて、謀反人を根こそぎ捕らえる準備をしていただけなのだろう。

　リュカは以前、将軍について「あの人は、偏屈で素直じゃない」と言っていた。それから「情に厚い」とも。将軍は本当にリュカの味方ということなのだろう。

　城から出てくる兵が妙に多かったのは、今回の企てに関わった者を捕縛するためだったのだ。

　ヘンリエッタはリュカの有能さに感心するよりも、どちらかというとその腹黒さに恐れおののいた。

「今はそのときではない……って、そういう意味だったの……？」

　先日、リュカの退位を口にした者を、彼はそう言って見逃した。

　あのときは、リュカが国王としての実績を積み重ねれば、臣の評価も変わるはずだという謙虚な姿勢に見えていた。

　実際はそうではなく「そのうち一斉に捕まえてやる」という意味だったのだ。

　ヘンリエッタが立ち尽くしていると、リュカが手招きをした。足の痛みをこらえながら、彼女は彼の隣まで進む。

「君の安全が保証されていたからわざわざ送り出したというのに。……そんなにボロボロになって、危険な場所に戻ってくるなんて……ヘンリエッタはなんてまぬけなんだ」

「そ、そんな言い方……。私は、ただ……リュカが――」

　心配だった、と言いかけて、最後まで言葉にならなかった。その前にリュカが彼女を強く抱きしめたからだ。胸に閉じ込められ、視界を奪われる直前、一瞬だけ見えた彼の表情は、とても穏やかなものだった。

　それで彼が妻を心配し、無事だったことに安堵しているだけなのだとヘンリエッタは知った。
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「君が涙を見せていいのは、私と二人のときだけだ」

　リュカに抱きしめられた途端、ヘンリエッタははじめて、今までずっと恐ろしかったのだと気がついた。

　彼を失うことが怖かった。これは都合のいい夢で、現実では謀反が成功しているのではないかと想像して、震えが止まらなくなる。

　彼が本物だという証しがほしくて、ヘンリエッタのほうからきつく抱きしめて、ぬくもりを求めた。

















最終章　愛する人の涙は、とても甘いものだとあなたは言う












　それは、リュカがトアイードから祖国に戻る日のこと。






　腕の骨折が完治しないうちに、セルジュ七世が病に倒れたという報が入った。彼はすぐに留学を中止し、祖国へ戻ることとなった。

「リュカ……、元気でね？　お父様を勇気づけてさしあげるのよ」

　ヘンリエッタはそう言って、リュカを強い力で抱きしめた。リュカは固定された腕のせいで、同じように彼女を抱きしめることができないのを苦々しく思う。

　彼にとって腕の怪我は、不甲斐ない子供であるという証拠のような気がしていたのだ。

　この日のヘンリエッタも泣いていた。

　そして彼は、彼女の涙を見ているうちに、また愛おしさがこみ上げて、心が満たされていくのを感じていた。

（あぁ……そうか。ヘンリエッタが僕を好きでいてくれて……僕のために泣いてくれているから……）

　母親は早世し、国王である父親との関係は希薄だった。乳母や女官もリュカに対し遠慮があった。だから、彼は誰かに強い感情をぶつけられた経験がなかったのだ。

　人の涙を見たことは、もちろんある。リュカにとって彼女の涙だけが特別だった。

　ヘンリエッタの涙は、彼を想うがゆえの副産物だからだ。






　――大切な友人に、怪我をさせてしまったから。

　――リュカが祖国に戻り、会えなくなってしまうから。






　そんな感情が伝わってくる。

　リュカはヘンリエッタの笑顔が好きだ。その一方で、涙の裏側にある自分に向けられた好意を特別に感じていた。

　嫌われたくない。でも、泣かせたい。もっといろいろな感情を引き出したい。

　そんな歪んだ欲望を抱くほど、リュカは彼女が好きで、その感情だけで頭が爆ぜそうだった。

「次に会うときは、ヘンリエッタが驚くくらい立派な大人になっていますから」

「うん……」

　そう言って、リュカはサルグレットへ向かう馬車に乗り込んだ。

　サルグレットまでは、ウォーレスが同行することになっていた。

　目的はトアイード国王の名代として、セルジュ七世を見舞うことだ。それと同時に、預かっていたリュカが怪我をしてしまった件に対し、誠意を示す意図もあった。

「ヘンリエッタ王女に会えなくなるのが寂しいです」

　馬車の中でリュカがそう言うと、ウォーレスは目を見開き口をパクパクとさせた。

「……以前から感じていたが、リュカ殿は趣味が悪――いや、少々変わっているな」

　リュカには、ウォーレスの言いたいことは理解できていた。ヘンリエッタは考えが足りないし、一般的な高貴な女性に当てはめると落ちこぼれだ。

　ウォーレスから見れば彼女は、年下の男の子に女装をさせて、木登りを強要し骨折までさせた出来の悪い妹だというのだろう。

　そして、そんな王女と一緒にいたがるリュカのことを、痛めつけられるのが大好きな変態だと思っているに違いない。

　リュカにとって、周囲の評価などどうでもよかった。彼女だけが、リュカが一番欲しているものを確実に与えてくれる人なのだから。

　一緒にいれば、リュカが本気で心の支えを必要としているときに、確実に手を差し伸べて抱きしめてくれる存在だ。

　今のリュカは子供で、どんなに望んでも彼女のそばにはいられない。だが、すでに彼女はリュカの心の支えであり、諦める気持ちなどさらさらなかった。

「ヘンリエッタ王女は可愛らしいですし、元気で明るくて……一緒にいるとこちらまで力をもらえるような気がするんです。……あぁ、でも」

「でも？」

「僕は年下で、しかも女性のほうが比較的早く婚姻を結ぶでしょう？　……求婚できる年齢になる前に、彼女は――」

　そこまで言ったところで、リュカは包帯が巻かれたままの腕をさすりながら瞳を潤ませた。ヘンリエッタと結婚をしたいが、成人前の子供には求婚する権利すらないのだ。

　ここでいい子を演じても、ほしいものは手に入らない。だからヘンリエッタにすら見せたことのない本性をさらけ出す。

「……怪我の件、トアイードの皆様が困らないようにって……僕、とっても頑張ったんですよ？」

　その瞬間、リュカを見つめるウォーレスの表情が変わった。

　もしリュカが、ヘンリエッタに木登りを強要されて怪我をしたと主張すれば、大きな問題になっていた。仲良く遊んでいた結果、調子にのって起こった事故だと彼自身が証言し、サルグレット本国にもそう報告したから穏便に済んだのだ。

　だから、トアイードとして、リュカ個人の願いを一つくらい叶えても当然のはず。

　リュカはそんなことを匂わせながら、目の前の人物をじっと見つめた。

　やがてウォーレスが大きくため息をつく。

「ヘンリエッタは、とんでもないはね返りだから。……どうせ求婚など来ないと思う。確約はできないが、トアイードに帰国したら父上に進言しておく」

「よかった！　僕、その言葉を信じてサルグレットで頑張りますね！」

　小さな声で「……子供のくせに腹黒いな」というつぶやきが聞こえた気がしたが、リュカはキラキラの笑顔で、聞こえないふりをしたのだった。
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　アシャール公による謀反が失敗に終わった日の夜。事件の処理に追われていたリュカが国王夫妻の寝室に現れたのは、まもなく日付が変わる深夜になってからだった。

「……起きていたのか」

　ヘンリエッタはソファに座ったままリュカを出迎えた。両足とも擦り傷だらけで薬を塗り、清潔なガーゼと包帯で保護している。靴は履いておらず、床に柔らかい布を敷いて、その上に足を乗せていた。

「お帰りなさい。じつは、手当のあとに少し眠っていたの。だから目が冴えてしまって」

「そう。だったら少しだけ話がしたい」

「は、はい。どうぞ」

　ヘンリエッタは妙に落ち着かず、隣に座られただけで心臓が早鐘を打ちはじめるのを感じていた。

「怪我は？」

「足首を捻挫して、あとは裸足で走ったから擦り傷が……。でも私、二階から飛び降りてピンピンしているんだから、かなり頑丈にできているのね」

　大げさに包帯が巻かれているが、捻挫以外は怪我とすら言えない程度のかすり傷だ。

「……私が宰相の企てに気がついていないと思わせるためにも、君の安全のためにも、夫人の誘いに乗るべきだと判断したのだが……」

　リュカはそこまで言ってから、ヘンリエッタに覆い被さり、抱き寄せた。

「愛している。……君を失ったら、愚王になって国と心中するだろうから自重してくれないか？」

　心配されていたのだと、きちんと理解できた。けれど、続く言葉はなんだろうか。たとえば、「君を失ったら、私も生きてはいけない」と言うのなら、理解できるヘンリエッタだ。「愚王になって国と心中」は、もはや彼女への脅しだった。

「ちょ、ちょっと……重い……」

　抱きしめられる力が強すぎて物理的にも重いが、言葉と彼の愛が受け止められないほど重かった。

　それでも彼から逃れようとは思わない。危険を冒してでも、彼のもとへ戻ろうとした強い気持ちにどんな名前をつけるべきか、ヘンリエッタは知っていた。

「抱いてもいいだろうか？　優しくするから。これ以上ないほど優しくする」

「……私も、リュカが無事だったって実感したい。私だって同じなの。あなたにもしものことがあったらって……ずっと怖かった！」

　二人はどちらかが一方的に想うだけの関係ではない。そう証明するために、ヘンリエッタも彼の背に腕をまわした。

　それから、リュカがヘンリエッタを抱き上げて寝台まで連れて行く。

　怪我をしていることもあり、もしかしたら今夜は優しいリュカのままで抱いてくれるのだろうか。想像するだけで胸がキュンとなり、期待で心臓の音が騒がしくなった。

「怪我をよく見せて」

　リュカはそう言って、寝台の縁に座ったヘンリエッタの足首を軽く持ち上げた。彼自身は床の上にひざまずき、服従する者の姿勢をとる。

　捻挫をした右の足首は、包帯の上から唇を落とされた。ただ、労るための行為のはずなのに、ヘンリエッタは驚いて、つい足首を動かしてしまう。

「……い、痛い」

「君が動かずにいれば問題ないだろう。じっとしていて」

　痛むほどの刺激は与えられていなかった。足首を動かすからいけないのだ。

　どんなに優しく触れられても、ヘンリエッタの身体が勝手に反応してしまう。

「そんなところを舐めるなんて……国王がするべきでは――」

　なんとかその行為を止める言葉を探すが、逆効果だった。

「私のために、傷ついた場所だ」

「やっ……ん！」

　リュカが包帯の巻かれていない部分に舌を這わす。普段、誰も触れない場所はとにかく敏感だった。

　捻挫を庇いながらでは、動きが制限されてしまう。そうすると彼の与える感覚をやり過ごせず、一層刺激が強くなるというのに。

　リュカは本来、プライドの高い人物だ。そんな彼が、足を舐めるという屈辱的な行為に夢中になっている。

　一方のヘンリエッタは、人をかしずかせることを好む傲慢な人間ではないはずだ。それなのに、リュカが特別な行為をしてくれているのだと感じると、妙な高揚感を得ていった。

　ねっとりと舐めあげられるとゾクゾクとして。チュッ、ときつく吸われると甘く疼いて。

　心の中に、もうやめてほしいという気持ちはある。けれど、もっとしてほしい、できることならばほかの場所にも触れてほしい、と望む感情も同時に存在していた。

「……お願い、リュカ……ぁっ……もう……」

　彼は動きをそのままに、視線だけを上にする。

「もっとほしい？　……もっと君の好きな場所がいいのか？」

「……そう、そうなの……、私、我慢できない……」

　普段の彼ならば、ヘンリエッタがそんなことを言えば、淫らだと言って勝ち誇った顔をするはずだ。

　痴態を咎められる想像をしただけで、彼女の頬は朱に染まる。

　けれど、今夜の彼はどこまでもヘンリエッタの僕しもべでいてくれるつもりらしい。続きをするために、すぐに立ち上がり、寝台に膝をつく。

　互いの手を重ね、指が絡み合う。これは拘束ではなく、相手の存在をより強く感じるための儀式だった。

　自然とシーツの上に身を委ね、やがて唇が重なった。はじめてのときを思い起こさせる、熱く、けれど優しいくちづけだ。

　そうしていると彼が無事で、明日からも一緒にいられるのだと実感できる。

　ヘンリエッタは絡まった指に力を込めながら、だんだんと深くなる繋がりを享受していった。

　互いの舌がねっとりと絡み合い、柔い口内と硬い歯を貪っていく。もう頭がぼんやりとしてしまい、夢中になって彼の深いところを探っていった。

　彼がなにも言わない代わりに、彼女自身が「はしたない」と心の中で慎みのなさを咎めながら、それでもやめるという選択はない。

「――んっ、ん！」

　ピチャ、ピチャ、と音を立てても気にならず、頭に靄がかかるのは、酸欠のせいではないかと疑った。

　どうにかなってしまいそうなほど、たっぷりとくちづけを交わしたあと、リュカが顔を上げた。同時に絡まっていた指が離れていく。

　今度は耳たぶや首筋が舐ねぶられた。それから長い指先は、ナイトウェアの上をたどり、布越しに敏感な突起を探り当てようと蠢く。

　たった一枚の隔たりでは、感覚を鈍くすることはできない。むしろ布が摩擦を生んで、予期せぬ刺激がヘンリエッタを苛んだ。

「ひゃっ、……あ、あぁっ」

　硬くなった胸の頂が薄絹の上からつままれ、転がされていく。彼女の身体は素直で、リュカになにかをされるたびに、それが気持ちいいのだとはっきりと示すように造られている。

　やがてナイトウェアの胸もとを飾っていたリボンがほどかれる。物欲しそうにしている先端を、リュカがペロリと舐めあげて口に含んだ。

「ふっ、あ……んっ」

　たったそれだけで、ヘンリエッタは背中を思いきり反らして強く反応してしまう。当然、怪我をしている右足に痛みが走った。

「動いてはだめだ」

　胸に顔を埋めたまま、リュカがボソボソとつぶやいて、今度は反対側の突起を口に含んだ。時々吹きかけられる吐息も、強めに吸われる舌の感触も、無反応でやり過ごせるものではない。

　シーツや枕を強く掴んで、なんとか足に力を入れないようにと試みるヘンリエッタだが、上手くいかない。

「ヘンリエッタはこれが好き？」

「……うぅ、あ……好き。手と、口……両方……あぁっ！」

　素直な言葉を口にすれば、今夜の優しいリュカはすぐに褒美を与えてくれる。

　両手で柔らかい二つの丘が歪むくらい激しく揉みしだかれ、先端は交互に口の中で転がされている。ずっとされていると、痺れてくるのに、感覚は鈍くなってはくれない。

　むしろ、こそばゆく感じていたものが、純粋な快感に変わっていくだけだ。

　リュカが触れているのは胸だけだが、せつなくなるのは身体の奥のほうだった。いつも彼を受け入れるその場所が、早くねだってしまえと彼女に教えているのだ。

　今日の彼ならば、ヘンリエッタが望めば、羞恥心を煽らずになんでも叶えてくれるのだろうか。

　奥に早くほしいという気持ちと、もっとこの場所を愛してほしいというせめぎ合いで、苦しくなっていく。

　そのたびに、まだ触れられていない場所が蜜で濡れた。

　ナイトウェアは腹のあたりでグチャグチャになったまま、リュカがドロワーズに手をかけた。足首の部分だけ注意しながら取り払い、股座に割って入ってくる。

　やっと触れてもらえると思うと嬉しいのに、最初から蜜で濡れているその場所を晒すのには抵抗があった。

「……私」

　リュカはわずかにまなじりを下げただけで、なにも言わずにいてくれる。

　彼の美しい顔が、ヘンリエッタのもっとも恥ずかしい場所に近づいてきて、愛おしそうにしてくれる。期待と歓喜で、身体がさらに熱くなった。

「んっ、あぁ……」

　慎ましい花びらをかき分けて、指がそっと押し入ってくる。長くて、剣を扱うせいで節が膨れている男の指だ。

　圧迫感があるのは最初だけだった。すぐに内壁を強めに擦られると、甘く疼くような刺激を感じる。同時に小さな花芽をいたぶられると、もうそこからはヘンリエッタは一方的に翻弄されるだけの存在に成り果てる。

　リュカは舌先で豆粒を舐めあげたあとに、パクリと食べた。ジュッ、と音を立てながら吸われ、舌の広い部分で皮をむき出しにして、硬い芽に直接触れた。

「い、いやぁ……あぁっ！」

　ビリビリとした快感がこみ上げてきて、ヘンリエッタは思わず腰を浮かせてしまった。すると、つい余計な力が入ってしまい、足が痛む。その繰り返しだった。

「うっ、痛い……だめ……。気持ちいい……」

　最初から余裕などない気がしていた彼女だが、次から次へと違う場所に触れられるたびに、何度も上限がここではないのだと知っていく。

　指と舌の動きが激しくなるのと同時に脚がガクガクと震えだす。内壁は受け入れている指を離すまいと、勝手に収縮していく。

「リュカ……ぃっちゃう……。飛んじゃう！　あぁ」

　足首が痛むのをそのままにしていい。だから、どうにかこの熱を解放してほしくて、ヘンリエッタは彼の髪をクシャクシャにしながら、快楽の芽を押しつけるようなことすらしてしまう。

　彼が指や舌の動きを止めずにいてくれるから、慎みのない行為を肯定されているのだと勝手に解釈して、頂を目指す。

「あぁ、だめ、だめぇ。あぁ――っ！」

　自ら欲していたのに、その瞬間を迎える寸前だけなぜか怖くて、もうわけがわからない状態になり、彼女は絶頂を迎えた。

　身を強ばらせ、ビクン、ビクン、と大げさに痙攣をしながら、身体の内側から溢れる快楽の渦に飲み込まれる。

「……はっ、はぁ。……リュカ……」

「すまない、痛かっただろう？」

　彼の謝罪は筋違いだ。たしかに達するときはどうしても足が痛んで、それを止める方法はなかった。それでも、この行為は彼女の望みであり、今すぐに続きを欲していた。

　荒い呼吸のまま、ヘンリエッタはわずかに身を起こし、リュカのトラウザーズに触れた。

　あまりに一方的な奉仕をするだけの関係は、愛し合う夫婦とは言いがたい気がしたからだ。だからお礼をしようと、以前教わった男性を高める方法を試そうとした。

　布越しに、ドキドキしながら触れてみると、彼の男根ははっきりと勃ち上がっているのがわかる。

　興奮していたのは、彼女一人ではなかったのだ。

「……嬉しい」

　ところが、リュカはすぐに細い手首を掴んで、触れていた場所から遠ざけた。

「……わかるだろう？　触れなくていいくらい興奮している」

「でも」

「早く繋がりたい。先ほどよりももっと優しく扱うから」

　懇願されれば嬉しくて、彼女は小さく頷いた。

　一度達した淫らな身体は、すぐに次の頂を求めていた。

　リュカがベルトをはずして、急いた手つきで剛直をあてがい、すぐに腰を進めてくる。

「……ああぁぁ！　……はぁ、くっ。……あぁ」

　指とは比べものにならないほど太くて長いものが、ゆっくりと挿入されていく。狭い場所を無理矢理広げられても、もうヘンリエッタは快楽だけを拾っていける。

　いつもより、ゆっくりとした抽挿がはじまった。それは壊れやすいガラス細工を扱っているくらい緩やかな動きだった。

「ふ……ぅ、ん」

　ヘンリエッタは彼の背中に腕をまわし、距離を無にしてほしいのだと態度で示す。きつく抱き合いながら交わると安心できるのだ。

　互いの汗や吐息が熱く感じられる。よろこびを求めて、余裕を失いかけているのは、ヘンリエッタだけではない。

　そう思えるのが嬉しくて、彼女は腕の力をさらに強めていった。

　階段をゆっくりと上っていくのと同じだ。愛する人の体温を感じながら、ヘンリエッタは快楽の虜になっていく。

　男根が敏感な内壁を擦りあげながら、最奥を穿つ動きを繰り返す。そのたびに甘ったるい感覚が蓄積されていく。

　快楽に弱い彼女の身体は、手加減をされていても簡単に昇り詰めることができるのだろう。

「……ふっ、あぁ……。あ、あん」

　肩で息をしながら、もうそこまで迫っている浮遊感を掴もうとして、ギュッと瞳を閉じた。

　ところがその瞬間、リュカが腰の動きをピタリと止めてしまう。

　あと少しだったのに、と彼女は心の中で批難しそうになり、すぐにそれではいけないと思い直す。

　抽挿の代わりに今度は深いくちづけが与えられ、穏やかな心地よさで満たされた。

　やがてリュカが動きを再開した。一度逃がされてしまった熱を再び得ようと、ヘンリエッタは必死だった。

　けれど彼女が予兆を感じるたび、リュカは必ず動きをやめてしまう。最初は偶然だと考えていたヘンリエッタだが、すぐにそうではないのだと気がつく。

　もしかしたら、彼はヘンリエッタを焦らして、達かせないようにしているのではないか――。

　二度目、三度目、と達する寸前で止められて、彼女はそれを確信していった。

　だんだんと耐え難くなり、リュカを恨めしく思った。ちらりと視線を合わせると、彼はまだキラキラとした優しい青年のままだった。

　だから、せっかく望みを叶えてくれているのに、彼女からいつものようにしてほしいと願い出ることができなくて、せつなくなった。

「……リュカ、意地悪しないで……んっ！」

　瞳を潤ませ、ヘンリエッタは陥落した。ほしいものを確実に与えてくれる人がいるのに、それを願わずにいることなどできはしない。

「どうしたんだ？」

　彼はヘンリエッタの思考などお見通しのはずなのに、わざと素知らぬふりをしている。

　そもそも彼は一人しかいないのだ。急に優しいだけの人物になってしまったら、それはもうリュカではない。

　再会後、昔と変わらない彼の様子に安心して、すぐに好意を抱いた。彼の中に仄暗く歪んだ感情が隠されているのを知っても、嫌いにはならなかった。

　むしろ翻弄され、すべてを奪っていくような激情を向けられたことが嬉しく、やがてそれが愛おしさに変わっていった。

　ヘンリエッタが愛しているのは、完璧ではないリュカだった。にもかかわらず、優しいリュカだけを望む言葉を口にしたから、罰が当たったのだ。

「あぁっ、だめなの！　もっと激しくして……。お願いっ」

「それはできない。……君は怪我をしているじゃないか。先ほど達したときに痛んだのだろう？」

　急に彼の声が低くなる。先ほどまでと同じようでいて、彼女を見つめている瞳がいつの間にか変わっていた。足に負担がかかるのがどうでもよくなってしまうくらいの快楽は、もう与えない――そんな宣言だ。

「……うぅ……それは……。でも、リュカは……？」

　リュカだってもっと激しく突き上げて、ドロドロに溶けるような感覚を味わいたいのではないか。彼女のその言葉は、快楽を求める理由を他人に押しつけているのと同じだ。

「こういうふうに交わると、すごく君の存在で満たされる。ヘンリエッタも同じように感じてくれているだろうか？」

　裏側に、今の交わり方で満足できないとしたら、なんて淫らな女なのだというような、咎める意図が隠されているのではないか。

　彼が願いを叶えてくれないから、ヘンリエッタの渇きは増すばかりだった。

「……あ、私も……幸せ……んっ。でも……」

　今までのどんな交わりよりも、リュカの存在をはっきりと感じていた。いつもは存在を感じるどころか、すべて彼だけになってしまい、自我が失われるほど狂わされるのだ。

　今日のヘンリエッタは、きちんと彼女であり続け、リュカのぬくもりも受け止めている。本当に幸せだった。

　けれど、なにかが足りない。

　腰を進められるたびにたしかな快楽を得ている。いつもなら、ヘンリエッタに達する予兆があるとすぐに弱い部分を穿ち、絶頂まで導いてくれるのに、今日は逆に動きを緩められてしまう。

　リュカは快楽に溺れるのではなく、ただ多幸感を味わうほうを優先したいと言っている。けれどもう、彼女は限界だった。

「……ぁっ、――ん！」

　緩められていた動きが、少しだけ激しいものになる。

　また、心地よさが彼女の内側に溜まっていく。あと少し、同じ律動で交われば、今度こそあの特別な快楽を得られる。そう思った彼女は、必死に声を我慢して彼に感じていることを悟られないようにした。

　リュカが意地悪をしているのはわかっている。優しいふりをする狡い彼に対し、正直であり続ける必要などないはずだ。

　もう足の痛みはどうでもよく、ギュッとつま先に力を込めた。

「……ぅっ」

「ああ、そんなに力んじゃだめだ。……すごく苦しそう。痛むんだな？」

　同じことの繰り返しにヘンリエッタは絶望し、もう羞恥心など消えてしまえばいいと本気で思った。

　苦しいのはそんな理由ではないというのに、やはり望むものは与えられない。

「リュカ、苦しいの……焦らさないで。もう……やぁ」

　ヘンリエッタの瞳からは大粒の涙がこぼれ出す。

「……私はまだだ。一人で達いくつもりなのか……？」

　彼が低い声で淫らなヘンリエッタを咎めた。そうされると、心に棘が刺さり、すぐに傷ついてしまう。心が傷つくと隙間が生まれ、その場所からリュカが入り込んで、支配しようとする。

「だって、いつもは……もっと」

「優しい私が好きなんだろう？　君に苦痛を与えないように、努力しているつもりだが」

　痛みだけが苦痛ではないと、彼は知っているはずだ。こんなにも翻弄し、傷つけ、中途半端な状態にして弄んでいるのに、まだしらを切る。

「リュカのせい！　いつも激しくするから……私、こんなふうに――あぁっ！」

　一度だけ不意を突く強い動きのせいで、批難さえさせてもらえない。

「君が淫らなだけだ」

　もう完全に夜のリュカになっていた。

　最初に舌と指で絶頂まで導いたことすら、それで敏感になった彼女を翻弄するための布石だったに違いない。

　達したあと、彼女の身体はより敏感になって、どこまでも貪欲になる。そうなってしまうと、身体の中に猛々しいものを受け入れて、圧倒的な快楽を得たくて仕方がなくなる。

「……もう、それでもいいの！　……せて」

「聞こえない。それに人に頼む態度ではないよ。……淫らなヘンリエッタ。どうされたいのか、口で言うんだ」

　彼の言葉には強制力があって、逆らえない。きっと彼はただ絶頂まで導いてほしいと懇願するだけでは、満足しないのだろう。

　いやらしい身体を認め、彼を欲しているのだと懇願しなければ、きっと望みは叶えられないとわかっていた。

「……私……、リュカに激しく突かれて、気持ちよくなりたい……。達かせてほしいの……。優しくじゃ、だめ。みだ……淫らな、私は――激しいリュカが好き……」

　男根が先のほうまで引き抜かれたと感じた次の瞬間、深い突き上げがはじまった。リュカが満足する答えだった、と態度で示された。

「あ、あぁ……あっ！」

　ずっとこうされたかったのだと、否応なしに理解させられた。内壁はもっと彼のかたちを知ろうとして、勝手に収縮した。奥を突かれるたびに背中を仰け反らせ、汗がドッと噴き出す。

　リュカも徐々に余裕を失っていた。小さく、何度も吐息を漏らし、苦しそうに眉間にしわを寄せている。

　わずかに出会った頃の面影を感じると、愛おしさがこみ上げてまた涙がこぼれる。ヘンリエッタは彼の首のうしろにまわした腕の力を強め、くちづけをねだった。
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「ん……っ、ん、ん――っ！」

　そこからはもう、めちゃくちゃだった。荒々しい呼吸を抑える努力すら放棄して、互いの領域を侵す行為に没頭した。

　腰を打ちつける打擲音と、水音が妙に耳に響く。

　どこが一番気持ちがいいのかすら曖昧になるほど、彼がすべてになっていく。繋がっている場所だけではなく、唇や舌の感触も、触れているだけの肌も――彼女を高めるためだけに、そこにあるかのようだった。

「……はっ、ん……ん。……んっ、あぁ――っ！」

　その瞬間、ヘンリエッタの身体は限界を超えて弾けた。大きく背中をしならせて、唇が離れた。掻きむしる勢いで彼の背中に爪を立て、身を強ばらせながら絶頂を味わう。

　快楽の頂にいるうちは、ほんのわずかな刺激でさえも拾ってしまうほど、身体が敏感になっている。

　リュカはそんなヘンリエッタを休ませず、さらに動きを激しくして責め立てた。

「あっ、……ま……って……あ、あ……ん」

　一人だけ快楽を得て、それで終わりたかったわけではない。ほんのわずかな時間でいいから、待ってほしかっただけだ。達したばかりの身体はなにをされても気持ちがいいのに、同時に少しだけ苦しい。

　ヘンリエッタは苦痛に似た波から、逃れられずに嫌だ、嫌だ、と暴れた。

　一人で先に達ってしまった彼女を咎めているのだろう。リュカが細い腰をグッ、と掴んで無茶苦茶な揺さぶりをする。

「……ふっ、あぁ！　リュカ……リュ……カ――」

　膣は本人の意思とは関係なく蠢いて、彼を射精まで導こうとしている。ヘンリエッタはシーツをギュッと握りしめ、足を突っ張らせながら、過ぎた刺激に耐えた。

「……くっ」

　やがてリュカが最奥に男根を押しつけながら、短く呻く。

　遅れてじんわりと温かいものが深い部分に放たれた。二度、三度、と彼が身震いをしてせつない吐息を吐き出す。

　先ほどまで無駄な力が入り強ばっていた身体が、今度は急に弛緩し、思いどおりに動かなくなった。

　彼が無防備な姿をヘンリエッタに見せるのは、こういうときだけだ。それが嬉しくて、彼女はいまだに整わない呼吸のまま必死に手を伸ばし、頬に触れた。

　過度な快楽が鎮まり、それが疲労と充足感に変わっていく。

「なんだ？」

「……リュカ」

　可愛いと思った――などと言えば、きっと気分を害してしまうだろう。そしてどちらが優位であるのかをわからせるための〝お仕置き〟をされてしまいそうだ。だからヘンリエッタはただ彼の名前を呼んで、愛おしいのだと態度で示した。

　するとお返しに、リュカのほうからもヘンリエッタに触れてくれる。髪を撫でて、一房とって口もとに運んでみたり、優しいだけのくちづけを与えたり。そのうちに、目尻をペロリと舐めあげた。

「……くすぐったい。犬みたいに舐めないで……しょっぱいでしょう？」

　疲れ果て、喉が渇いているはずだ。涙に喉を潤す効果などないだろう。

「いや。愛する人の涙は、甘く感じるらしい。……もっといろいろな君を知りたい……。すべて、私が引き出す感情であってほしいんだ」

　それはさすがに無理だろう、と彼女は思う。ヘンリエッタは感情が豊かで、侍女の前でもよく笑う。

　彼の望みは、誰にも会わないように、彼女を閉じ込めでもしなければ叶わない。

　一瞬、彼ならばそうしそうだと考えてしまうヘンリエッタだが、すぐにそんなことはしないと思い直す。

　リュカはヘンリエッタの涙が好きだという。けれど、本当に痛みや恐怖だけを与えるわけではない。

　彼はあくまで、ヘンリエッタを愛し、愛されたいと願っているらしい。その先に、負の部分をさらけ出してほしいという欲求があった。

　同様の気持ちは、彼女の中にもちゃんと存在している。

「……私もいろんなリュカが好き。――でも、少し妬けてしまいそう」

「なぜだ？」

「だって、リュカはこれから私しか知らないあなたを、多くの者たちに見せるのでしょう？」

　彼は性格が歪んでいて腹黒い。血縁にすら見せていなかった本当のリュカを知っているのは、ヘンリエッタだけかもしれない。

　彼は変わろうとしている。先ほどリュカは、大勢の臣がいる前でヘンリエッタを抱きしめて、まぬけだと言った。今までの彼ならば、臣の目があるところで〝優しい夫〟の仮面をはずすことなどなかった。

「そうだな。もう、ただ誠実なだけの国王ではいられない。……これからは私の名で国政を動かしていくんだ。善政も、悪政も、すべて私の責任になる」

　アシャール公の謀反が失敗しても、まだ問題は山積している。モンブリー地方の干ばつはまだ解決したわけではないのだし、要職に就いていたアシャール公を失ったのだ。

　それにリュカが突然内側に秘めていた強さを表に出しても、それを正しく理解しない者は必ずいる。

　昨日までよりも、これからのほうが彼にとって苦難の道のりとなることは明らかだ。

「……今の私にできるのは、リュカが疲れてしまったときに支えてあげることだけかもしれない。でも、ずっとそばにいるから……」

「君が戻ってきたとき、どれだけばかなんだろうかと本気であきれた」

「もう！」

　せっかく王妃としての決意を言葉にしたのに、リュカは意地悪なことを言って台無しにする。

　なんて屈折して、意地の悪い人なのだろう。それなのに、なぜこんなにも彼に惹かれるのだろうかと考えると、ヘンリエッタとしては腑に落ちない。

「――だが、それで救われた。血縁に裏切られて、傷つかずにいられるほど、私は強くないんだ」

　リュカがそう言って、苦悩の表情を浮かべたまま、口もとだけ笑みを作った。

　彼を見つめているうちに、ヘンリエッタはまた泣いてしまった。大人になってから、滅多にこんなことはなかったのに、彼を想うとすぐに感情が昂ってしまうのだ。

　彼を孤独な王にしないために、ヘンリエッタはきちんと役に立っている。それが誇りになる。






「君の涙は、私だけのものだ」






　彼は泣いているヘンリエッタをなぐさめることはしない。

　悲しみ以外の感情で流す涙は、今までもこれからも、ただ一人のためだけに存在していた。
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